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院友子弟等特別選考入学試験について
　國學院大學では、院友の皆様のご子女、お孫さん、ご兄弟姉妹など、二親等以内の親族の方を対象とした特別選考入
学試験を全学部・全学科で実施いたします。概要は次のとおりです。詳細は必ず入学試験要項でご確認ください。
　入学試験要項は大学ＨＰからダウンロード可能です。（冊子の配布は行いません。）

以下①～③すべての要件を満たす者
①�高等学校（特別支援学校の高等部を含
む）又は中等教育学校を卒業した者、
及び令和７年３月卒業見込みの者。あ
るいは高等学校を卒業した者と同等以
上の学力があると本学が認めた者。
②�院友会の会員〔本学（大学院、専攻科、別
科、國學院大學幼児教育専門学校等を
含む）の卒業・修了者、または本学・
法人・姉妹法人の現職専任教職員な
ど〕の二親等以内の親族（配偶者・姻
族含む）であること。なお、出願資格
の確認は提出書類に基づいて大学が行
う。
③�本学への入学を第１希望（単願）とす
る者。

出願資格

日本文学科�� �４名
中国文学科�� �２名
外国語文化学科�� �３名
史学科�� �２名
哲学科�� �１名
神道文化学科
フレックスA（夜間主）�� �１名
フレックスB（昼間主）�� �１名

募集人員

〒150-8440�東京都渋谷区東4-10-28　國學院大學　入学課
TEL  03-5466-0141　FAX  03-5485-0152　E-mail  exam@kokugakuin.ac.jp

　出願資格等についてご不明な点がございましたら、入学課（03-5466-0141）までお問い合
わせください。 ※�平日10：00～16：00。８月９日（金）～８月21日（水）は大学一斉休暇になります。ご了承ください。

お問い合わせ先

　出願書類（志望理由書、課題レポー
ト等）による第１次選考および第２次
選考（小論文またはレポートと面接
等、内容は学科によって異なりま
す。）により合格者を決定します。

選考方法

法律学科　法律専攻�� �３名
　　　　　政治専攻�� �１名
経済学科�� �５名
経営学科�� �５名
初等教育学科�� �２名
健康体育学科�� �２名
子ども支援学科�� �２名
観光まちづくり学科� ５名

試験日程
▶出願期間
　９月２日（月）～９月６日（金）
　※消印有効
▶第１次選考（書類選考）合格発表
　９月24日（火）

▶最終合格発表
　経済学部：11月１日（金）
　経済学部以外：11月20日（水）

※�消印有効（入学検定料の納入が必要と
なります。）

▶ 第２次出願（第１次選考合格者のみ）
　10月７日（月）～11日（金）

※�各学科の選考内容は必ず入学試験要項
でご確認ください。

▶第２次選考
　経済学部：10月20日（日）
　経済学部以外：11月10日（日）

進
学
相
談
会

※�開催会場・時間帯の詳細は、母校ホームペ
ージでご確認ください。

▪９月～11月開催分
福岡市�� �９月11日（水）
長野市�� �９月11日（水）
松本市�� �９月12日（木）
千葉市�� �９月23日（月）
横浜市�� �10月６日（日）
東京都�� �10月20日（日）、26日（土）
水戸市�� �10月23日（水）
オンライン相談会�� �10月19日（土）

國學院大學院友会
ホームページ

X（旧Twitter）
＠inyuukai
フォローしてくださ
い！

『役員改選』 𠮷田茂穗会長を再任『役員改選』 𠮷田茂穗会長を再任
　本会定款に基づく任期満了に伴う本法人の評議員、理事、監事の改選が、令
和６年６月21日開催の第13回評議員会で審議された。この結果、評議員30
名、理事25名、監事３名が選任された。これを受けて、法人法に基づく招集手
続きの省略による第45回理事会も開催され、𠮷田茂穗会長、今井亮副会長、佐
藤美穗副会長、石川則夫副会長、川津浩一常務理事代行（事務局長）が選出、
満場一致で新執行部が決定した。また、顧問、参与も理事会で推挙し、全会一
致で承認された。� ※「再」は再任。「◎新」は新任
顧問 任期：令和６年６月21日～令和８年の定時議員会終結の時まで

　再 新井さきほ 58女教・62文
　再 杉山　 夫 60旧文2・62修文・66博文
　再 蛯原　　弘 66政
　再 安蘇谷正彦 71神・73修神・78博神 國學院大學神道文化学部名誉教授
　再 坂口　𠮷一 74政 ㈻國學院大學顧問
　再 佐栁　正三 76法 ㈻國學院大學理事長
　再 赤井　益久 88博前文・91博後文 ㈻國學院大學顧問・國學院大學文学部

名誉教授

参与 任期：令和６年６月21日～令和８年の定時議員会終結の時まで

　再 船田　君子 67文
　再 河原崎　弘
　再 宇井　克彦 74政
　再 玉井　浩二 74政 ㈻國學院大學顧問

　再 菅野　雅雄 65文２・68修文・71博文
　再 稲葉　久雄 69神研・71神 日光東照宮宮司
　再 田中安比呂 72政・73神専攻 賀茂別雷神社名誉宮司
　再 上村　好生 74文 社会福祉法人無何有の郷理事
　再 大塚　　勤 74政 　
　再 岡部　定征 74史・75神専攻 中目黒八幡神社宮司
　再 坂入　　益 76経 ㈱つくば代表取締役
　再 熊嵜　歳介 77文 山口県警察学校非常勤職員
　再 田中　恆清 77神専攻 石清水八幡宮宮司・神社本庁総長
　再 中村　直紀 79経 ㈱中村電機製作所代表取締役会長
　再 小林　　操 80法 小林税務会計事務所所長
　再 近藤　　篤 82文・85修文 　
　再 針本　正行 82文・84修文・87博後文 國學院大學学長
　再 坂倉　良一 88法 　
　再 橋本憲市郎 88経 　
　再 百瀬　敏記 89経 ㈱教育施設研究所顧問
　再 赤岩　　修 90法 司法書士法人あかいわ事務所代表
　再 堀江　久教 90神 大鳥神社宮司
　再 藤井　秀嗣 92神 高瀬神社宮司
　再 武智　浩二 93史 ㈻國學院大學常務理事
　再 城所　俊哉 93法 ㈻國學院大學理事
　再 北原　　徹 96文 ㈱PLEASE代表取締役社長
◎新 武井　　隆 96経 東急ホテルズ＆リゾーツ㈱専務執行役員

セルリアンタワー東急ホテル総支配人
◎新 手塚　俊一 96法２ 國學院大學生活協同組合代表理事専務
◎新 笛田　信一 96経 國學院大學久我山中学高等学校事務長
　再 宮西　修治 99神２ 日枝神社宮司
◎新 井上　智子 100文 仙台市こども若者局こども若者支援部

いじめ対策推進課
　再 九條　道成 100神 明治神宮宮司
　再 西川　実希 100文２ 日本舞踊花川流家元
◎新 奥　　龍将 119日文 ㈱スマイリーアース代表取締役社長

評議員 任期：�令和６年６月21日～選任後４年以内に終了する事業年度
のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

会　長 　再 𠮷田　茂穗 73政・74神専攻 鶴岡八幡宮宮司
副会長 　再 今井　　亮 67政 ㈱バルテック取締役

　再 佐藤　美穗 74文
　再 石川　則夫 89文・95博前文・98博後文 國學院大學副学長・國學

院大學文学部教授
常務理事代行 ◎新 川津　浩一 94文 事務局長
理　事 　再 塙　　東男 75神 笠間稲荷神社宮司

　再 近藤　正臣 76文 湘南医療大学非常勤講師
　再 松山　文彦 76神専攻 東京大神宮宮司
　再 中山　高嶺 77神 三峯神社宮司
　再 加藤　元茂 80経
　再 �黒田　眞子 80法・82修法 黒田法律事務所
　再 利根　康教 80神 寒川神社宮司
　再 大平　　実 81法
　再 �大村　秀司 81法 ㈻國學院大學顧問
　再 坂本眞佐人 81経
　再 田辺三千代 82文 邦楽家�小唄若宮派家元
　再 古屋　真弘 88神 浅間神社宮司
◎新 間嶋誉史秀 89神専攻 北海道神宮宮司
　再 大野　靖仁 90神 ㈻國學院大學法人参事
　再 清水　祥彦 91神 神田神社宮司
　再 湯谷　昌生 95経  専門学校日本ホテルスク

ール専務理事・事務局長
◎新 伊藤　圭一 96経 弁護士・ポラリス法律

事務所
　再 木下　龍輝 99神 明治神宮権宮司
　再 中村　大介 99経 ㈻國學院大學法人事務局長
　再 冨田　尚敬 109経・111博前経 税理士・税理士法人小島

会計事務所

理事 任期：�令和６年６月21日～選任後２年以内に終了する事業年度
のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

　再 角川　賢二 79法 　
　再 寺澤　　悠 83修経 税理士・寺澤会計事務所・㈻國學院大學監事
◎新 小野関和貴 116法 國學院大學財務部経理課課長補佐・公認会計士

監事 任期：�令和６年６月21日～選任後２年以内に終了する事業年度
のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
日
本
代
表
で
活
躍
！

神
里
選
手
と
柳
舘
選
手
、鳥
山
監
督
も
コ
ー
チ
に
‼

　
國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
か
ら
、
神

　
國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
か
ら
、
神

里
陸
選
手
（
神
文
四
年
）
と
柳
舘
憲
吾

里
陸
選
手
（
神
文
四
年
）
と
柳
舘
憲
吾

選
手
（
法
四
年
）
が
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学

選
手
（
法
四
年
）
が
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学

日
本
代
表
に
、
鳥
山
泰
孝
監
督
（

日
本
代
表
に
、
鳥
山
泰
孝
監
督
（
106106

法
）
も
コ
ー
チ
に
選
出
さ
れ
、
七
月
六

法
）
も
コ
ー
チ
に
選
出
さ
れ
、
七
月
六

日
（
土
）
か
ら
九
日
（
火
）
ま
で
チ
ェ

日
（
土
）
か
ら
九
日
（
火
）
ま
で
チ
ェ

コ
・
プ
ラ
ハ
で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回

コ
・
プ
ラ
ハ
で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回

プ
ラ
ハ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク

プ
ラ
ハ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク

と
、
七
月
十
二
日
（
金
）
か
ら
十
九
日

と
、
七
月
十
二
日
（
金
）
か
ら
十
九
日

（
金
）
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
レ
ム
で

（
金
）
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
レ
ム
で

行
わ
れ
た
第
三
十
一
回
ハ
ー
レ
ム
・
ベ

行
わ
れ
た
第
三
十
一
回
ハ
ー
レ
ム
・
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
に
日
本
代
表
メ

ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
に
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
と
し
て
遠
征
し
た
。
日
本
チ
ー

ン
バ
ー
と
し
て
遠
征
し
た
。
日
本
チ
ー

ム
は
両
大
会
と
も
見
事
優
勝
。
二
人

ム
は
両
大
会
と
も
見
事
優
勝
。
二
人

は
、
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

は
、
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　
秋
の
リ
ー
グ
戦
も
、楽
し
み
で
あ
る
。

　
秋
の
リ
ー
グ
戦
も
、楽
し
み
で
あ
る
。

プ
ラ
ハ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
で
見
事
優
勝
！

プ
ラ
ハ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
で
見
事
優
勝
！

柳
舘
選
手
、鳥
山
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
日
本
代
表
コ
ー

柳
舘
選
手
、鳥
山
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
日
本
代
表
コ
ー

チ
、神
里
選
手（
左
か
ら
／
硬
式
野
球
部
提
供
）

チ
、神
里
選
手（
左
か
ら
／
硬
式
野
球
部
提
供
）

　　次号、院友会報第388号（新年号）は会費、寄付金次号、院友会報第388号（新年号）は会費、寄付金
等のご協力をいただいた方のみお送りさせてい等のご協力をいただいた方のみお送りさせてい
ただきます。ご理解のほど宜しくお願いします。ただきます。ご理解のほど宜しくお願いします。

一般財団法人　國學院大學院友会一般財団法人　國學院大學院友会

　今年も日本各地で豪雨を始め様々な自然災害　今年も日本各地で豪雨を始め様々な自然災害
が起こりました。お見舞い申し上げます。が起こりました。お見舞い申し上げます。

残暑お見舞い申し上げます

開催決定！
令和６年度 國學院大學

ホームカミングデーのご案内

※�企画等の変更が生じる場合があります。ご了承く※�企画等の変更が生じる場合があります。ご了承く
ださい。ださい。

　毎年好評の「院友会全国支部物産　毎年好評の「院友会全国支部物産
展」をはじめ、講演会やご家族で参展」をはじめ、講演会やご家族で参
加できるスポーツ等、一日中楽しん加できるスポーツ等、一日中楽しん
でいただける企画を計画していまでいただける企画を計画していま
す。詳細は、大学ＨＰ・ＳＮＳにてす。詳細は、大学ＨＰ・ＳＮＳにて
順次お知らせします。皆さまのご来順次お知らせします。皆さまのご来
場をお持ちしております。場をお持ちしております。
◇�詳細はスマートフォン・ＰＣからアクセスしてく◇�詳細はスマートフォン・ＰＣからアクセスしてく
ださい。ださい。

【【開催日開催日】】令和６年10月13日（日）
【【会　場会　場】】母校渋谷キャンパス

國學院大學校友課　國學院大學校友課　03-5466-078703-5466-0787��
soumu-kouyu@kokugakuin.ac.jpsoumu-kouyu@kokugakuin.ac.jpお問合せ先お問合せ先

大学ＨＰ大学ＨＰ

1 令和６年８月16日（金）　No.387 院 友 会 報 残暑見舞号



残暑お見舞い申し上げます 学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　
電
話 

〇
三‒

五
四
六
六‒

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

佐
栁
　
正
三

理

事

長

武
智
　
浩
二

常
務
理
事

石
川
　
則
夫

理

事

城
所
　
俊
哉

同

尾
近
　
裕
幸

同

木
村
　
知
躬

同

九
條
　
道
成

同

國
清
　
英
明

同

植
村
　
勝
慶

同

川
福
　
基
之

同

千
家
　
尊
祐

同

津
田
　
　
栄

同

中
村
　
大
介

法
人
事
務
局
長

植
草
　
茂
樹

同

針
本
　
正
行

同

舟
橋
　
雅
美

同

𠮷
田
　
茂
穗

同

寺
澤
　
　
悠

同

小
瀬
　
孝
雄

監

事

仙
北
谷
穂
高

大
学
事
務
局
長

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　
電
話 

〇
三‒

五
四
六
六‒

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

佐
藤
　
長
門

大
学
院
委
員
長

石
川
　
則
夫

教
育
開
発
推
進

機

構

長

笹
生
　 

　
衛

研
究
開
発
推
進

機

構

長

太
田
　
直
之

人
間
開
発

学

部

長

黒
﨑
　
浩
行

神
道
文
化

学

部

長

茢
田
　
真
司

法
学
部
長

星
野
　
広
和

経
済
学
部
長

矢
部
健
太
郎

文
学
部
長

針
本
　
正
行

学

長

石
川
　
則
夫

副

学

長

植
村
　
勝
慶

副

学

長

太
田
　
直
之

副

学

長

観
光
ま
ち
づ
く
り

学

部

長

西
村
　
幸
夫

た
め
に
、
本
部
と
し
て
何
が

た
め
に
、
本
部
と
し
て
何
が

で
き
る
か
を
具
体
化
す
る
。

で
き
る
か
を
具
体
化
す
る
。

会
費
納
入
の
促
進
に
向
け
た

会
費
納
入
の
促
進
に
向
け
た

対
応
を
検
討
す
る
。

対
応
を
検
討
す
る
。

【
収
益
事
業
】
イ
ン
タ
ー
ネ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
お
客
様
の
満
足
度
を

用
し
、
お
客
様
の
満
足
度
を

高
め
る
と
共
に
、
増
益
に
向

高
め
る
と
共
に
、
増
益
に
向

け
て
取
り
組
む
。

け
て
取
り
組
む
。

【
法
人
事
業
】
本
年
度
が
評

本
年
度
が
評

議
員
、
理
事
、
監
事
の
任
期

議
員
、
理
事
、
監
事
の
任
期

満
了
に
当
た
る
た
め
、
改
選

満
了
に
当
た
る
た
め
、
改
選

手
続
き
を
行
う
。

手
続
き
を
行
う
。

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）、

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）、

支
部
長
会
議
と
一
般
公
開
講

支
部
長
会
議
と
一
般
公
開
講

演
会
に
続
い
て
、
明
治
記
念

演
会
に
続
い
て
、
明
治
記
念

館
二
階
「
富
士
の
間
」
で
令

館
二
階
「
富
士
の
間
」
で
令

和
六
年
度
院
友
大
会
を
開
催

和
六
年
度
院
友
大
会
を
開
催

し
た
。

し
た
。

　
午
後
六
時
十
五
分
、
司
会

　
午
後
六
時
十
五
分
、
司
会

の
山
内
智
子
さ
ん
（
フ
リ
ー

の
山
内
智
子
さ
ん
（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
／

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
／
9393
史史

･･
124124
博
前
史

博
前
史
･･
127127
博
後
博
後

史
）
の
進
行
で
始
ま
り
、
佐

史
）
の
進
行
で
始
ま
り
、
佐

藤
美
穗
副
会
長
の
開
会
の
挨

藤
美
穗
副
会
長
の
開
会
の
挨

拶
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
𠮷

拶
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
𠮷

田
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
制

田
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
制

限
な
く
通
常
開
催
で
き
る
こ

限
な
く
通
常
開
催
で
き
る
こ

と
、
と
、
6060
期
台
の
先
輩
方
か
ら

期
台
の
先
輩
方
か
ら

今
春
卒
業
し
た

今
春
卒
業
し
た
132132
期
の
若
手

期
の
若
手

院
友
ま
で
が
一
堂
に
会
す
る

院
友
ま
で
が
一
堂
に
会
す
る

こ
と
の
喜
び
、
こ
れ
か
ら
も

こ
と
の
喜
び
、
こ
れ
か
ら
も

人
と
人
の
繋
が
り
を
大
切
に

人
と
人
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
て
い
く
と
述
べ
た
。

し
て
い
く
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
学
校
法
人
國
學

　
続
い
て
、
学
校
法
人
國
學

院
大
學
佐
栁
正
三
理
事
長
か

院
大
學
佐
栁
正
三
理
事
長
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

後
、
令
和
五
年
度
院
友
会
長

後
、
令
和
五
年
度
院
友
会
長

賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
院

賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
院

友
の
部
は
、
武
岡
毅
氏
（

友
の
部
は
、
武
岡
毅
氏
（
130130

日
文
／
パ
ー
ク

日
文
／
パ
ー
ク
2424
）
に
、
学

）
に
、
学

生
の
部
は
、
平
林
清
澄
君

生
の
部
は
、
平
林
清
澄
君

（
経
営
四
年
／
陸
上
競
技

（
経
営
四
年
／
陸
上
競
技

部
）
と
、
羽
田
野
啓
太
君

部
）
と
、
羽
田
野
啓
太
君

（
健
体
４
年
／
柔
道
部
）
に

（
健
体
４
年
／
柔
道
部
）
に

贈
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
賞

贈
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
賞

賛
と
激
励
の
拍
手
が
送
ら
れ

賛
と
激
励
の
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
國
學

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
國
學

院
大
學
針
本
正
行
学
長
に
乾

院
大
學
針
本
正
行
学
長
に
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、

会
は
懇
親
へ
入
っ
た
。

会
は
懇
親
へ
入
っ
た
。

　
懇
談
が
進
む
う
ち
、
令
和

　
懇
談
が
進
む
う
ち
、
令
和

六
年
度
の
学
術

六
年
度
の
学
術
･･
ス
ポ
ー

ス
ポ
ー

ツ
振
興
資
金
で
支
援
が
決
定

ツ
振
興
資
金
で
支
援
が
決
定

し
て
い
る
団
体
に
、
支
援
の

し
て
い
る
団
体
に
、
支
援
の

目
録
が
今
井
亮
副
会
長
か
ら

目
録
が
今
井
亮
副
会
長
か
ら

贈
ら
れ
た
。
学
術
部
門
は
國

贈
ら
れ
た
。
学
術
部
門
は
國

學
院
大
學
（
貴
重
資
料
デ
ジ

學
院
大
學
（
貴
重
資
料
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
）
へ
、
ス
ポ
ー

タ
ル
化
事
業
）
へ
、
ス
ポ
ー

ツ
部
門
は
陸
上
競
技
部
・
硬

ツ
部
門
は
陸
上
競
技
部
・
硬

式
野
球
部
・
柔
道
部
・
ソ
フ

式
野
球
部
・
柔
道
部
・
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
・
卓
球
部
・
剣

ト
テ
ニ
ス
部
・
卓
球
部
・
剣

道
部
（
令
和
六
年
度
特
別
支

道
部
（
令
和
六
年
度
特
別
支

援
）
に
贈
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

援
）
に
贈
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
か
ら
今
年
度
の
展
望

の
代
表
か
ら
今
年
度
の
展
望

や
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

や
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
会
の
終
盤
で
は
、
國
學
院

　
会
の
終
盤
で
は
、
國
學
院

大
學
青
葉
雅
楽
会
が
登
場
。

大
學
青
葉
雅
楽
会
が
登
場
。

國
學
院
ら
し
い
素
晴
ら
し
い

國
學
院
ら
し
い
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

　
楽
し
い
ひ
と
時
は
、
時
間

　
楽
し
い
ひ
と
時
は
、
時
間

が
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
、

が
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
、

会
場
内
は
名
残
惜
し
い
雰
囲

会
場
内
は
名
残
惜
し
い
雰
囲

気
で
は
あ
っ
た
が
、
午
後
八

気
で
は
あ
っ
た
が
、
午
後
八

時
、
千
葉
県
支
部
の
山
本
富

時
、
千
葉
県
支
部
の
山
本
富

彦
支
部
長
の
リ
ー
ド
に
よ
り

彦
支
部
長
の
リ
ー
ド
に
よ
り

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
、
今
井

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
、
今
井

亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と

亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と

な
っ
た
。
当
日
の
出
席
者
は

な
っ
た
。
当
日
の
出
席
者
は

二
百
五
十
六
名
で
あ
っ
た
。

二
百
五
十
六
名
で
あ
っ
た
。

来
年
度
も
、
五
月
下
旬
頃
開

来
年
度
も
、
五
月
下
旬
頃
開

催
の
予
定
で
あ
る
。

催
の
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
も

　
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
も

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
各

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
各

事
業
は
再
開
し
、
支
部
で
は

事
業
は
再
開
し
、
支
部
で
は

総
会
を
中
心
と
し
た
活
動
が

総
会
を
中
心
と
し
た
活
動
が

再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
た
な

再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
た
な

学
生
支
援
や
院
友
会
館
で
の

学
生
支
援
や
院
友
会
館
で
の

課
外
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な

課
外
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
新
た
な
取
組
み
も
積
極

ど
、
新
た
な
取
組
み
も
積
極

的
に
行
っ
た
。
各
事
業
概
況

的
に
行
っ
た
。
各
事
業
概
況

は
、
次
の
と
お
り
。

は
、
次
の
と
お
り
。

【
育
成
事
業
】
学
術
・
ス
ポ

学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
に
よ
る

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
に
よ
る

支
援
、
教
職
を
目
指
す
学
生

支
援
、
教
職
を
目
指
す
学
生

支
援
と
し
て
「
学
習
指
導
要

支
援
と
し
て
「
学
習
指
導
要

領
」
の
贈
呈
。
院
友
会
長
賞

領
」
の
贈
呈
。
院
友
会
長
賞

の
贈
呈
（
平
林
清
澄
君
（
経

の
贈
呈
（
平
林
清
澄
君
（
経

営
三
年
／
陸
上
競
技
部
）・

営
三
年
／
陸
上
競
技
部
）・

羽
田
野
啓
太
君
（
健
体
三
年

羽
田
野
啓
太
君
（
健
体
三
年

／
柔
道
部
）、
大
学
就
職
ア

／
柔
道
部
）、
大
学
就
職
ア

ド
バ
イ
ス
会
や
留
学
生
向
け

ド
バ
イ
ス
会
や
留
学
生
向
け

の
伝
統
文
化
体
験
の
支
援
、

の
伝
統
文
化
体
験
の
支
援
、

院
友
会
館
施
設
貸
与
の
室
料

院
友
会
館
施
設
貸
与
の
室
料

補
助
な
ど
を
行
っ
た
。

補
助
な
ど
を
行
っ
た
。

【
講
座
・
講
演
会
事
業
】
次次

の
事
業
を
実
施
し
た
。
①
風

の
事
業
を
実
施
し
た
。
①
風

土
記
を
読
む
（
第
七
期
）
②

土
記
を
読
む
（
第
七
期
）
②

國
學
院
の
古
典
（
第
二
十
五

國
學
院
の
古
典
（
第
二
十
五

回
）
③
生
活
芸
術
講
座
（
全

回
）
③
生
活
芸
術
講
座
（
全

一
回
）
④
「
も
っ
と
日
本
を

一
回
）
④
「
も
っ
と
日
本
を

学
ぼ
う
〜
支
部
主
管
公
益
事

学
ぼ
う
〜
支
部
主
管
公
益
事

業
」
に
よ
る
一
般
公
開
講
演

業
」
に
よ
る
一
般
公
開
講
演

会
（
神
奈
川
県
・
静
岡
県
中

会
（
神
奈
川
県
・
静
岡
県
中

部
・
同
県
西
部
・
大
分
県
）

部
・
同
県
西
部
・
大
分
県
）

⑤
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
全

⑤
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
全

二
回
）

二
回
）

【
会
館
施
設
提
供
事
業
】
地地

域
の
交
流
と
活
性
化
を
目
的

域
の
交
流
と
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
院
友
会
館
の
利
用

と
し
て
、
院
友
会
館
の
利
用

支
援
を
行
っ
た
。

支
援
を
行
っ
た
。

【
特
定
寄
付
】
母
校
学
生
へ

母
校
学
生
へ

の
奨
学
基
金
、
ま
た
母
校
が

の
奨
学
基
金
、
ま
た
母
校
が

実
施
す
る
教
育
活
動
に
対

実
施
す
る
教
育
活
動
に
対

し
、
寄
付
を
行
っ
た
。
　

し
、
寄
付
を
行
っ
た
。
　

【
同
窓
会
事
業
】
次
の
と
お

次
の
と
お

り
実
施
し
た
。
①
院
友
会
報

り
実
施
し
た
。
①
院
友
会
報

は
財
政
状
況
か
ら
紙
面
八
面

は
財
政
状
況
か
ら
紙
面
八
面

に
縮
小
し
、
年
三
回
発
行
し

に
縮
小
し
、
年
三
回
発
行
し

た
。（
新
年
号
は
会
費
納
入

た
。（
新
年
号
は
会
費
納
入

者
に
限
定
し
て
発
送
）。
②

者
に
限
定
し
て
発
送
）。
②

第
四
十
三
回
支
部
長
会
議
を

第
四
十
三
回
支
部
長
会
議
を

開
催
し
た
。
③
院
友
大
会

開
催
し
た
。
③
院
友
大
会

は
、
規
模
を
縮
小
し
開
催
、

は
、
規
模
を
縮
小
し
開
催
、

ま
た
新
年
院
友
交
歓
会
も
実

ま
た
新
年
院
友
交
歓
会
も
実

施
し
た
。
③
母
校
ホ
ー
ム
カ

施
し
た
。
③
母
校
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
及
び
若
木
育
成

ミ
ン
グ
デ
ー
及
び
若
木
育
成

会
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
は

会
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
は

「
院
友
会
全
国
支
部
物
産

「
院
友
会
全
国
支
部
物
産

展
」
を
実
施
し
た
。
④
院
友

展
」
を
実
施
し
た
。
④
院
友

を
対
象
と
し
た
院
友
会
長
賞

を
対
象
と
し
た
院
友
会
長
賞

は
、
武
岡
毅
氏
（

は
、
武
岡
毅
氏
（
130130
日
文
／

日
文
／

パ
ー
ク

パ
ー
ク
2424
／
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
）

／
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
）

へ
贈
呈
し
た
。
⑤
支
部
総
会

へ
贈
呈
し
た
。
⑤
支
部
総
会

は
多
く
の
支
部
で
対
面
で
開

は
多
く
の
支
部
で
対
面
で
開

催
さ
れ
、
ほ
ぼ
従
来
の
状
況

催
さ
れ
、
ほ
ぼ
従
来
の
状
況

に
戻
っ
た
。
福
島
県
浜
通
り

に
戻
っ
た
。
福
島
県
浜
通
り

支
部
、福
島
県
中
通
り
支
部
、

支
部
、福
島
県
中
通
り
支
部
、

福
島
県
会
津
支
部
の
合
併
に

福
島
県
会
津
支
部
の
合
併
に

よ
る
福
島
県
支
部
の
承
認
。

よ
る
福
島
県
支
部
の
承
認
。

【
収
益
事
業
】
多
く
の
皆
さ

多
く
の
皆
さ

ま
に
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ

ま
に
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
結
果
、
収
益
は
年
度
当

き
、
結
果
、
収
益
は
年
度
当

初
予
算
額
を
上
回
る
も
の
と

初
予
算
額
を
上
回
る
も
の
と

　
社
会
情
勢
が
ほ
ぼ
通
常
に

　
社
会
情
勢
が
ほ
ぼ
通
常
に

戻
っ
た
令
和
六
年
度
は
再
ス

戻
っ
た
令
和
六
年
度
は
再
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
、
堅
実
な

タ
ー
ト
の
年
と
し
、
堅
実
な

歩
み
と
社
会
の
動
向
を
注
視

歩
み
と
社
会
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
将
来
像
も
見
据
え

し
な
が
ら
将
来
像
も
見
据
え

て
取
り
組
む
。
六
年
度
は
、

て
取
り
組
む
。
六
年
度
は
、

以
下
の
と
お
り
、
新
規
事
業

以
下
の
と
お
り
、
新
規
事
業

を
展
開
、
検
討
す
る
。

を
展
開
、
検
討
す
る
。

【
育
成
事
業
】
学
術
・
ス
ポ

学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
に
よ
る

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
に
よ
る

支
援
を
継
続
し
、
新
た
に
剣

支
援
を
継
続
し
、
新
た
に
剣

道
部
を
対
象
部
会
に
追
加
し

道
部
を
対
象
部
会
に
追
加
し

た
。（
六
年
度
特
別
支
援
）、

た
。（
六
年
度
特
別
支
援
）、

母
校
学
生
の
就
職
活
動
支
援

母
校
学
生
の
就
職
活
動
支
援

の
一
環
と
し
て
合
同
企
業
説

の
一
環
と
し
て
合
同
企
業
説

明
会
へ
協
力
を
行
う
。

明
会
へ
協
力
を
行
う
。

【
講
座
・
講
演
会
事
業
】
各各

講
座
は
従
来
ど
お
り
に
開

講
座
は
従
来
ど
お
り
に
開

催
、
ま
た
、
院
友
大
会
と
同

催
、
ま
た
、
院
友
大
会
と
同

日
に
「
一
般
公
開
講
演
会
」

日
に
「
一
般
公
開
講
演
会
」

を
実
施
す
る
。（
五
月
二
十

を
実
施
す
る
。（
五
月
二
十

五
日
済
）「
も
っ
と
日
本
を

五
日
済
）「
も
っ
と
日
本
を

学
ぼ
う
」
に
よ
る
公
益
事
業

学
ぼ
う
」
に
よ
る
公
益
事
業

は
、
本
紙
七
頁
を
ご
覧
い
た

は
、
本
紙
七
頁
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

だ
き
た
い
。  （
予
告
／
報
告
）

（
予
告
／
報
告
）

【
同
窓
会
事
業
】
会
報
発
行

会
報
発
行

発
送
事
業
は
、
昨
今
の
社
会

発
送
事
業
は
、
昨
今
の
社
会

情
勢
（
発
送
料
等
の
高
騰

情
勢
（
発
送
料
等
の
高
騰

や
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ

や
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
等
）
も
踏
ま
え
、

ー
レ
ス
化
等
）
も
踏
ま
え
、

今
後
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

今
後
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
会
員
統
括
組
織
化
事

す
る
。
会
員
統
括
組
織
化
事

業
で
は
、
支
部
活
動
の
一
部

業
で
は
、
支
部
活
動
の
一
部

に
、
母
校
研
究
開
発
推
進
機

に
、
母
校
研
究
開
発
推
進
機

構
へ
の
協
力
を
行
う
。
ま

構
へ
の
協
力
を
行
う
。
ま

た
、
支
部
運
営
や
活
性
化
の

た
、
支
部
運
営
や
活
性
化
の

な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
収
益
に
は
至
ら
ず
、

禍
前
の
収
益
に
は
至
ら
ず
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
法
人
事
業
】
法
律
お
よ
び

法
律
お
よ
び

本
会
定
款
に
基
づ
き
、
評
議

本
会
定
款
に
基
づ
き
、
評
議

員
会
、
理
事
会
を
は
じ
め
必

員
会
、
理
事
会
を
は
じ
め
必

要
な
各
会
議
を
開
催
、
監
査

要
な
各
会
議
を
開
催
、
監
査

も
実
施
し
た
。

も
実
施
し
た
。

美しい音色を会場一杯に届けてくれた青葉雅楽会の皆さん美しい音色を会場一杯に届けてくれた青葉雅楽会の皆さん

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

支
部
長
会
議
を
開
催

支
部
長
会
議
を
開
催

～
五
月
二
十
五
日（
土
）

～
五
月
二
十
五
日（
土
）

五
十
九
支
部
中
五
十
八
支
部
、

五
十
九
支
部
中
五
十
八
支
部
、

全
四
協
力
団
体
が
出
席
～

全
四
協
力
団
体
が
出
席
～

　
令
和
六
年
度
の
支
部
長
会

　
令
和
六
年
度
の
支
部
長
会

議
（
第
四
十
四
回
）
を
、
五

議
（
第
四
十
四
回
）
を
、
五

月
二
十
五
日
（
土
）
の
午
後

月
二
十
五
日
（
土
）
の
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
、
東
京
都

一
時
三
十
分
か
ら
、
東
京
都

港
区
の
明
治
記
念
館
二
階

港
区
の
明
治
記
念
館
二
階

「
蓬
莱
の
間
」
で
開
催
し
た
。

「
蓬
莱
の
間
」
で
開
催
し
た
。

　
会
議
は
、
定
刻
事
務
局
の

　
会
議
は
、
定
刻
事
務
局
の

川
津
浩
一
総
務
部
次
長
の
進

川
津
浩
一
総
務
部
次
長
の
進

行
で
始
ま
り
、
冒
頭
に
佐
藤

行
で
始
ま
り
、
冒
頭
に
佐
藤

美
穗
副
会
長
が
開
会
の
挨
拶

美
穗
副
会
長
が
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
、
𠮷
田
会
長
が
こ
の

を
述
べ
、
𠮷
田
会
長
が
こ
の

会
議
を
通
常
開
催
で
き
た
こ

会
議
を
通
常
開
催
で
き
た
こ

と
の
喜
び
、
そ
し
て
院
友
会

と
の
喜
び
、
そ
し
て
院
友
会

に
と
っ
て
支
部
活
動
は
大
き

に
と
っ
て
支
部
活
動
は
大
き

な
柱
で
あ
り
、
今
後
も
お
力

な
柱
で
あ
り
、
今
後
も
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
挨

添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

拶
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
針
本

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
針
本

正
行
学
長
か
ら
大
学
へ
の
お

正
行
学
長
か
ら
大
学
へ
の
お

力
添
え
の
御
礼
と
共
に
、
今

力
添
え
の
御
礼
と
共
に
、
今

の
大
学
の
様
子
を
交
え
た
ご

の
大
学
の
様
子
を
交
え
た
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
挨
拶
の
後
、
令
和
五
年
度

　
挨
拶
の
後
、
令
和
五
年
度

中
に
勇
退
さ
れ
た
支
部
長
・

中
に
勇
退
さ
れ
た
支
部
長
・

協
力
団
体
の
代
表
で
当
日
ご

協
力
団
体
の
代
表
で
当
日
ご

出
席
く
だ
さ
っ
た
三
名
の
方

出
席
く
だ
さ
っ
た
三
名
の
方

に
、
𠮷
田
会
長
か
ら
永
年
の

に
、
𠮷
田
会
長
か
ら
永
年
の

ご
尽
力
に
対
し
て
感
謝
状
が

ご
尽
力
に
対
し
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

贈
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
部
と
大
学
の

　
そ
の
後
、
本
部
と
大
学
の

報
告
や
今
年
度
の
計
画
等
に

報
告
や
今
年
度
の
計
画
等
に

つ
い
て
様
々
な
説
明
が
行
わ

つ
い
て
様
々
な
説
明
が
行
わ

れ
、
今
後
の
支
部
活
動
に
向

れ
、
今
後
の
支
部
活
動
に
向

け
て
一
同
気
持
ち
を
一
つ
に

け
て
一
同
気
持
ち
を
一
つ
に

す
る
重
要
な
時
間
と
な
っ

す
る
重
要
な
時
間
と
な
っ

た
。
た
。

　
後
半
は
、
幾
つ
か
の
支
部

　
後
半
は
、
幾
つ
か
の
支
部

か
ら
今
の
様
子
や
今
後
の
展

か
ら
今
の
様
子
や
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

望
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

特
に
、
新
年
早
々
大
き
な
災

特
に
、
新
年
早
々
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
石
川
県
の

害
に
見
舞
わ
れ
た
石
川
県
の

様
子
、
こ
れ
ま
で
県
内
三
支

様
子
、
こ
れ
ま
で
県
内
三
支

部
で
活
動
し
て
き
た
福
島
県

部
で
活
動
し
て
き
た
福
島
県

支
部
が
統
合
さ
れ
新
た
な
ス

支
部
が
統
合
さ
れ
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
、
ホ

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
企
画
に

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
企
画
に

積
極
的
参
加
を
し
て
く
れ
て

積
極
的
参
加
を
し
て
く
れ
て

い
る
北
海
道
道
北
や
長
崎
県

い
る
北
海
道
道
北
や
長
崎
県

の
取
組
み
な
ど
を
直
接
聞
く

の
取
組
み
な
ど
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

　
今
年
度
の
支
部
長
会
議

　
今
年
度
の
支
部
長
会
議

は
、
予
定
の
内
容
を
全
て
終

は
、
予
定
の
内
容
を
全
て
終

え
、
午
後
四
時
二
十
分
、
今

え
、
午
後
四
時
二
十
分
、
今

井
亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

井
亮
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
っ
た
。
明
年
度
は
、
全

と
な
っ
た
。
明
年
度
は
、
全

支
部
・
全
協
力
団
体
の
出
席

支
部
・
全
協
力
団
体
の
出
席

を
期
待
し
た
い
。

を
期
待
し
た
い
。

福島県三支部統合の報告を行う福島県三支部統合の報告を行う
福島県中通りの宮本孝支部長福島県中通りの宮本孝支部長

《講座のご案内》

⃝ 定員　 50名（予定）

　國學院大學院友会は儀礼文化学会と共催で、令和６年度も「生
活芸術講座」を開催いたします。院友のみなさまをはじめ、広く
一般の方にも是非ご参加いただき、「日本文化の形と心」を考え、
体験して頂きたいと思います。講座は２種類ございます。内容は
下記のとおりです。まずは講師と日程のご案内になります。詳細
はお問い合わせください。

⃝ 日程　 令和６年11月10日（日）14：00～16：00

⃝ 日程　 令和７年２月９日（日）14：00～16：00

⃝ 受講料　 2,600円（税込）　 
「國學院大學学部生／大学院生1,300円（税込）」

⃝ 分野／講師　料理／柳原　尚之 先生【江戸懐石近茶流 宗家】

⃝ 分野／講師　儒教／石本　道明 先生【國學院大學教授】

－生活芸術講座－

令
和
五
年
度 

事
業
報
告

【
公
告
】

令
和
六
年
度 

事
業
計
画

※�令和５年度財務諸表と令和６年度の予算は「総括表の一部」を掲載して
おります。また令和5年度事業報告／財務諸表、令和６年度事業計画／
予算書は、ホームページで公開しております。

②正味財産増減計算書・予算書（総括表）
� 令和6年3月31日現在　予算額：令和6年4月1日から／単位：円

科　目 令和５年度
決算額

令和４年度
決算額 増　減 令和６年度

予算額
Ⅰ一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
　経常収益合計 114,571,082 115,081,011 △�509,929 128,671,000
　経常費用合計 130,377,611 125,363,804 5,013,807 145,366,000

当期経常増減額 △�15,806,529 △�10,282,793 △�5,523,736 △�16,695,000
2.経常外増減の部　

当期経常外増減額 △�2 △�1 △�1 0
当期一般正味財産増減額 △�15,806,531 △�10,282,794 △�5,523,737 △�16,695,000
一般正味財産期首残高 335,318,241 345,601,035 △�10,282,794 317,053,241
一般正味財産期末残高 319,511,710 335,318,241 △�15,806,531 300,358,241

Ⅱ指定正味財産増減の部
　指定収益合計 2,356,256 3,441,926 △�1,085,670 3,301,000
一般正味財産への振替額 2,800,029 2,800,029 0 4,100,000
当期指定正味財産増減額 △�443,773 641,897 △�1,085,670 △�799,000
指定正味財産期首残高 11,359,142 10,717,245 641,897 10,860,142
指定正味財産期末残高 10,915,369 11,359,142 △�443,773 10,061,142

Ⅲ正味財産期末残高 330,427,079 346,677,383 △�16,250,304 310,419,383
増減欄の△印は前年比減

①貸借対照表（総括表） 令和6年3月31日現在／単位：円

科　目 令和５年度
決算額

令和４年度
決算額 増　減

Ⅰ資産の部
１.流動資産合計 48,060,897 57,917,406 △�9,856,509
２.固定資産合計 526,640,910 533,373,618 △�6,732,708
　　　　資産合計 574,701,807 591,291,024 △�16,589,217
Ⅱ負債の部
１.流動負債合計 49,622,428 55,154,941 △�5,532,513
２.固定負債合計 194,652,300 189,458,700 5,193,600
　　　　負債合計 244,274,728 244,613,641 △�338,913
Ⅲ．正味財産の部
１.指定正味財産 10,915,369 11,359,142 △�443,773
２.一般正味財産 319,511,710 335,318,241 △�15,806,531
　　正味財産合計 330,427,079 346,677,383 △�16,250,304
負債及び正味財産合計 574,701,807 591,291,024 △�16,589,217

増減欄の△印は前年比減

令和５年度決算
✿✿ 公告 ✿✿

院
友
大
会
も

院
友
大
会
も

久
々
に
通
常
開
催

久
々
に
通
常
開
催

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）
の

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）
の

支
部
長
会
議
終
了
後
の
午
後

支
部
長
会
議
終
了
後
の
午
後

五
時
か
ら
、
明
治
記
念
館
二

五
時
か
ら
、
明
治
記
念
館
二

階
「
蓬
莱
の
間
」
で
令
和
六

階
「
蓬
莱
の
間
」
で
令
和
六

年
度
の
一
般
公
開
講
演
会
を

年
度
の
一
般
公
開
講
演
会
を

開
催
し
た
。

開
催
し
た
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
大

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
大

河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
注
目
さ

河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
注
目
さ

れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
」
で

れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
」
で

あ
っ
た
。
講
師
は
、
國
學
院

あ
っ
た
。
講
師
は
、
國
學
院

大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
教

大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
教

授
の
竹
内
正
彦
先
生
（

授
の
竹
内
正
彦
先
生
（
9494
文文

・・
9696
博
前
文
・

博
前
文
・
9999
博
後
博
後

文
）。
先
生
は
、
現
在
も
講

文
）。
先
生
は
、
現
在
も
講

演
や
原
稿
執
筆
の
依
頼
が
相

演
や
原
稿
執
筆
の
依
頼
が
相

当
多
く
、
た
い
へ
ん
お
忙
し

当
多
く
、
た
い
へ
ん
お
忙
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く

今
回
の
講
師
を
お
引
き
受
け

今
回
の
講
師
を
お
引
き
受
け

く
だ
さ
っ
た
。
当
日
は
、

く
だ
さ
っ
た
。
当
日
は
、

『
光
る
源
氏
へ
―

『
光
る
源
氏
へ
―    

源
氏
物

源
氏
物

語
を
い
か
に
読
む
か

語
を
い
か
に
読
む
か    

――
』』

と
題
し
て
、
源
氏
物
語
の
主

と
題
し
て
、
源
氏
物
語
の
主

人
公
で
あ
る
光
源
氏
に
焦
点

人
公
で
あ
る
光
源
氏
に
焦
点

を
当
て
て
約
一
時
間
ご
講
演

を
当
て
て
約
一
時
間
ご
講
演

く
だ
さ
っ
た
。

く
だ
さ
っ
た
。

　
当
日
の
聴
講
者
は
、
全
国

　
当
日
の
聴
講
者
は
、
全
国

の
支
部
長
・
事
務
局
担
当
者

の
支
部
長
・
事
務
局
担
当
者

も
合
わ
せ
て
約
二
百
六
十
名

も
合
わ
せ
て
約
二
百
六
十
名

で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

一般公開講演会の様子一般公開講演会の様子

竹
内
正
彦
教
授
を
講
師
に
迎
え

竹
内
正
彦
教
授
を
講
師
に
迎
え

六
年
振
り
に
一
般
公
開
講
演
会
を
開
催

六
年
振
り
に
一
般
公
開
講
演
会
を
開
催

��

光
る
源
氏
へ

光
る
源
氏
へ  

――    

源
氏
物
語
を
い
か
に
読
む
か

源
氏
物
語
を
い
か
に
読
む
か    

――
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総
合
企
画
部

企
画
担
当
次
長
兼
企
画
課
長

藤
井
　
哲
彦

入
学
課
長

萩
　
慎
太
郎

広
報
担
当
次
長
兼
広
報
課
長

原
口
　
　
章

部
長

後
藤
　
　
匠

神
道
研
修
事
務
部

次
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
久
保
規
志

総
務
部

小
林
　
博
毅

人
事
担
当
次
長
兼
人
事
課
長

謡
口
　
秀
見

人
事
担
当
部
長

山
口
　
輝
幸

部
長

法
務
担
当
部
長
兼
総
務
課
長

安
西
　
晴
美

校
友
課
長

田
中
　
裕
巳

財
務
部

経
理
担
当
部
長
兼
経
理
課
長

村
越
　
美
里

管
財
課
長

吉
井
　
浩
久

管
財
担
当
部
長

細
島
　
洋
紀

部
長

田
中
　
　
太

教
学
事
務
部

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

坂
入
　
裕
一

教
務
課
長

織
田
　
泰
輔

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

前
田
　
浩
司

大
学
院
事
務
課
長

本
浪
　
義
武

部
長

松
本
　
忠
和

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

部
長

島
村
　
昌
利

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

佐
藤
　
友
宏

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
次
長

原
田
　
佳
昌

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

広
瀬
　
健
一

研
究
支
援
担
当
次
長

飯
塚
　
陽
子

学
生
事
務
部

部
長

人
見
　
　
剛

学
生
生
活
課
長

内
田
　
宣
央

木
村
　
　
都

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
部
長

古
澤
　
　
繁

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

国
際
交
流
事
務
部

部
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山
　
昭
彦

部
長

滝
田
　
忠
之

部
長

長
谷
川
顕
子

法
人
事
務
局
長

中
村
　
大
介

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

後
藤
　
幸
雄

部
長

鵜
澤
　
英
子

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

川
畑
　
敏
之

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

佐
野
　
真
之

図
書
館
担
当
次
長

安
達
　
　
匠

図
書
館
事
務
課
長

藤
巻
　
園
子

図
書
館
事
務
課
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

担
当
課
長

生
形
　
恭
子

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

仙
北
谷
穂
高

残暑お見舞い申し上げます

〈
年
度
会
費
〉

令
和
五
年
度
納
入
分

岩
手
県
支
部
経
由	

三
千
円

104104
　
平
賀
　
裕
貴

　
平
賀
　
裕
貴

宮
城
県
支
部
経
由

三
千
円

6666
　
栗
生
　
守
男

　
栗
生
　
守
男

6666
　
榊
井
　
庸
彦

　
榊
井
　
庸
彦

6666
　
中
澤
　
　
弘

　
中
澤
　
　
弘

6767
　
千
葉
　
晃
佑

　
千
葉
　
晃
佑

6868
　
芳
賀
　
清
一

　
芳
賀
　
清
一

6969
　
高
橋
　
太
一

　
高
橋
　
太
一

6969
　
中
田
　
拓
雄

　
中
田
　
拓
雄

7171
　
大
條
　
修
也

　
大
條
　
修
也

7171
　
大
窪
　
信
孝

　
大
窪
　
信
孝

7272
　
小
山
田
則
幸

　
小
山
田
則
幸

7373
　
金
ヶ
崎
伸
二

　
金
ヶ
崎
伸
二

7373
　
三
浦
　
昭
徳

　
三
浦
　
昭
徳

7474
　
保
積
　
克
彦

　
保
積
　
克
彦

7575
　
菅
野
　
英
太

　
菅
野
　
英
太

7777
　
佐
佐
木
秀
哉

　
佐
佐
木
秀
哉

7777
　
佐
山
　
輝
明

　
佐
山
　
輝
明

7878
　
菅
原
　
一
彦

　
菅
原
　
一
彦

7979
　
石
垣
　
正
彰

　
石
垣
　
正
彰

8080
　
伊
東
　
新
兼

　
伊
東
　
新
兼

8080
　
大
友
　
竹
信

　
大
友
　
竹
信

8181
　
森
　
　
修
一

　
森
　
　
修
一

8282
　
日
下
　
厚
子

　
日
下
　
厚
子

8282
　
鈴
木
　
雅
香

　
鈴
木
　
雅
香

8282
　
鈴
木
　
正
広

　
鈴
木
　
正
広

8282
　
高
崎
　
恒
晴

　
高
崎
　
恒
晴

8282
　
高
橋
　
範
英

　
高
橋
　
範
英

8282
　
伏
谷
亀
一
郎

　
伏
谷
亀
一
郎

8383
　
桜
谷
　
　
隆

　
桜
谷
　
　
隆

8484
　
泉
　
　
信
次

　
泉
　
　
信
次

8484
　
小
田
金
昌
平

　
小
田
金
昌
平

8484
　
寺
嶋
　
京
子

　
寺
嶋
　
京
子

8585
　
田
村
　
温
子

　
田
村
　
温
子

8686
　
小
畑
　
幸
彦

　
小
畑
　
幸
彦

8686
　
田
村
　
　
稔

　
田
村
　
　
稔

8686
　
渡
辺
　
昭
彦

　
渡
辺
　
昭
彦

8888
　
今
井
　
　
貴

　
今
井
　
　
貴

8888
　
佐
々
木
壽
徳

　
佐
々
木
壽
徳

8888
　
多
田

　
多
田
　　
正
隆
正
隆

8888
　
藤
波
　
祥
子

　
藤
波
　
祥
子

8888
　
星
　
　
倫
市

　
星
　
　
倫
市

8989
　
石
川
　
清
美

　
石
川
　
清
美

8989
　
石
川
　
隆
穂

　
石
川
　
隆
穂

8989
　
一
條
　
博
之

　
一
條
　
博
之

8989
　
鈴
木
美
智
子

　
鈴
木
美
智
子

9090
　
和
泉
　
博
章

　
和
泉
　
博
章

9191
　
小
野
寺
章
禎

　
小
野
寺
章
禎

9393
　
大
宮
　
信
彦

　
大
宮
　
信
彦

9393
　
後
藤
　
正
人

　
後
藤
　
正
人

9393
　
平
山
　
俊
行

　
平
山
　
俊
行

9494
　
近
藤
　
　
優

　
近
藤
　
　
優

9595
　
小
野
　
道
教

　
小
野
　
道
教

9595
　
俣
野
　
聖
一

　
俣
野
　
聖
一

9696
　
荒
井
　
義
紀

　
荒
井
　
義
紀

9696
　
大
平
　
直
也

　
大
平
　
直
也

9696
　
菊
池
　
重
人

　
菊
池
　
重
人

9696
　
藤
岡
　
邦
彦

　
藤
岡
　
邦
彦

9797
　
藤
岡
き
み
江

　
藤
岡
き
み
江

9898
　
大
沢
　
慶
尋

　
大
沢
　
慶
尋

9999
　
中
嶋
　
崇
文

　
中
嶋
　
崇
文

6868
　
藤
澤
　
平
治

　
藤
澤
　
平
治

6868
　
村
山
　
武
雄

　
村
山
　
武
雄

6868
　
柳
　
　
　
繁

　
柳
　
　
　
繁

6868
　　
山
田
　
輝
子

山
田
　
輝
子

6868
　
吉
岡
　
孝
夫

　
吉
岡
　
孝
夫

6969
　
安
藤
　
正
徳

　
安
藤
　
正
徳

6969
　
石
井
　
紀
之

　
石
井
　
紀
之

6969
　
柏
岡
　
　
健

　
柏
岡
　
　
健

6969
　
小
林
　
達
雄

　
小
林
　
達
雄

6969
　
櫻
井
　
武
臣

　
櫻
井
　
武
臣

6969
　
浜
中
　
常
雅

　
浜
中
　
常
雅

6969
　
藤
井
　
昭
彦

　
藤
井
　
昭
彦

6969
　
本
田
　
勝
義

　
本
田
　
勝
義

7070
　　
有
泉
　
喜
弘

有
泉
　
喜
弘

7070
　
坂
本
　
和
弘

　
坂
本
　
和
弘

7070
　
嶋
津
　
幹
二

　
嶋
津
　
幹
二

7070
　
永
島
　
淑
子

　
永
島
　
淑
子

7070
　
早
川
　
愛
子

　
早
川
　
愛
子

7070
　
松
下
　
宮
子

　
松
下
　
宮
子

7171
　
浅
見
　
伯
喜

　
浅
見
　
伯
喜

7171
　
遠
北
安
紀
男

　
遠
北
安
紀
男

7171
　
伊
藤
　
　
喆

　
伊
藤
　
　
喆

7171
　
海
野
　
信
義

　
海
野
　
信
義

7171
　　
小
野
寺
建
富

小
野
寺
建
富

7171
　
木
村
　
忠
臣

　
木
村
　
忠
臣

7171
　
後
藤
　
秀
人

　
後
藤
　
秀
人

7171
　
東
城
　
達
彦

　
東
城
　
達
彦

7171
　
富
田
直
次
郎

　
富
田
直
次
郎

7171
　
中
川
　
征
人

　
中
川
　
征
人

7171
　
仲
泊
　
正
一

　
仲
泊
　
正
一

7171
　
林
　
　
良
彦

　
林
　
　
良
彦

7171
　
樋
口
　
希
輝

　
樋
口
　
希
輝

7171
　
平
井
　
正
則

　
平
井
　
正
則

7171
　　
廣
井
　
武
司

廣
井
　
武
司

7272
　
生
浪
島
　
尭

　
生
浪
島
　
尭

7272
　
漆
原
　
敏
雄

　
漆
原
　
敏
雄

7272
　
金
井
紀
久
子

　
金
井
紀
久
子

7272
　
下
岡
　
新
平

　
下
岡
　
新
平

7272
　
砂
田
　
政
輝

　
砂
田
　
政
輝

7272
　　
高
野
沢
芙
美
枝

高
野
沢
芙
美
枝

7272
　
満
井
　
司
郎

　
満
井
　
司
郎

7272
　
三
原
　
勝
美

　
三
原
　
勝
美

7272
　
矢
沢
　
光
子

　
矢
沢
　
光
子

7373
　
阿
部
　
　
司

　
阿
部
　
　
司

7373
　
井
草
　
文
恵

　
井
草
　
文
恵

7373
　
桐
山
　
敬
子

　
桐
山
　
敬
子

7373
　
桑
原
　
一
恵

　
桑
原
　
一
恵

7373
　
庄
司
　
美
佳

　
庄
司
　
美
佳

7373
　
鈴
木
千
賀
子

　
鈴
木
千
賀
子

7373
　
中
村
　
公
子

　
中
村
　
公
子

7373
　
新
沼
　
強
美

　
新
沼
　
強
美

7373
　
西
森
　
和
子

　
西
森
　
和
子

7373
　
細
川
　
　
孝

　
細
川
　
　
孝

7373
　
松
田
　
武
彦

　
松
田
　
武
彦

7373
　
松
宮
　
兼
房

　
松
宮
　
兼
房

7373
　
御
堂
　
公
誉

　
御
堂
　
公
誉

7373
　
三
宅
　
恒
夫

　
三
宅
　
恒
夫

7373
　
村
野
　
　
容

　
村
野
　
　
容

7474
　
有
賀
　
伸
興

　
有
賀
　
伸
興

7474
　
安
藤
　
　
弘

　
安
藤
　
　
弘

7474
　
井
関
　
勝
博

　
井
関
　
勝
博

7474
　
伊
藤
　
克
二

　
伊
藤
　
克
二

7474
　
今
井
　
文
武

　
今
井
　
文
武

7474
　
大
沢
　
義
昭

　
大
沢
　
義
昭

7474
　
大
森
　
菜
々

　
大
森
　
菜
々

7474
　
鹿
島
　
昭
一

　
鹿
島
　
昭
一

7474
　
吉
楽
勝
太
郎

　
吉
楽
勝
太
郎

7474
　
木
村
　
紀
夫

　
木
村
　
紀
夫

7474
　
草
間
　
隆
雄

　
草
間
　
隆
雄

7474
　
小
松
崎
文
夫

　
小
松
崎
文
夫

7474
　
斎
藤
　
　
攻

　
斎
藤
　
　
攻

7474
　
永
田
　
忠
以

　
永
田
　
忠
以

7474
　
花
松
　
忠
義

　
花
松
　
忠
義

7474
　
久
本
　
　
剛

　
久
本
　
　
剛

7474
　
益
井
　
邦
夫

　
益
井
　
邦
夫

7474
　
盛
田
　
尚
克

　
盛
田
　
尚
克

7474
　
守
谷
　
　
武

　
守
谷
　
　
武

7474
　
杠
　
　
正
吉

　
杠
　
　
正
吉

7575
　
青
木
　
節
子

　
青
木
　
節
子

7575
　
阿
部
　
松
晃

　
阿
部
　
松
晃

7575
　
池
田
佐
智
代

　
池
田
佐
智
代

7575
　
伊
藤
　
眞
垣

　
伊
藤
　
眞
垣

7575
　
織
田
　
紘
二

　
織
田
　
紘
二

7575
　
金
子
　
義
昭

　
金
子
　
義
昭

7575
　
川
井
　
　
勇

　
川
井
　
　
勇

7575
　
川
野
　
　
洋

　
川
野
　
　
洋

7575
　
五
明
　
英
子

　
五
明
　
英
子

7575
　
近
藤
　
邦
彦

　
近
藤
　
邦
彦

7575
　
斎
藤
　
邦
彦

　
斎
藤
　
邦
彦

7575
　
鈴
木
　
悦
子

　
鈴
木
　
悦
子

7575
　　
髙
市
　
明
浩

髙
市
　
明
浩

7575
　
中
村
　
重
義

　
中
村
　
重
義

7575
　
御
床
　
治
之

　
御
床
　
治
之

7575
　
武
藤
　
弘
篤

　
武
藤
　
弘
篤

7575
　
村
中
　
武
雄

　
村
中
　
武
雄

7575
　
渡
邊
　
哲
男

　
渡
邊
　
哲
男

7676
　
内
田
　
　
寛

　
内
田
　
　
寛

7676
　
大
河
原
利
男

　
大
河
原
利
男

7676
　
恩
田
　
友
生

　
恩
田
　
友
生

7676
　
小
林
　
雅
枝

　
小
林
　
雅
枝

7676
　　
小
堀
　
卓
三

小
堀
　
卓
三

7676
　
中
麿
　
輝
美

　
中
麿
　
輝
美

7777
　
石
山
　
克
之

　
石
山
　
克
之

7777
　
加
賀
　
国
憲

　
加
賀
　
国
憲

7777
　
金
子
　
　
晃

　
金
子
　
　
晃

7777
　
金
子
　
善
光

　
金
子
　
善
光

7777
　
川
上
　
　
稔

　
川
上
　
　
稔

7777
　
神
田
　
仁
司

　
神
田
　
仁
司

7777
　
菊
池
　
正
三

　
菊
池
　
正
三

7777
　
小
松
　
潮
美

　
小
松
　
潮
美

7777
　　
白
石
　
浩
之

白
石
　
浩
之

7777
　
相
馬
　
秀
和

　
相
馬
　
秀
和

7777
　
高
岡
　
整
一

　
高
岡
　
整
一

7777
　
高
峯
美
紀
子

　
高
峯
美
紀
子

7777
　
中
山
　
正
己

　
中
山
　
正
己

7777
　
檜
谷
　
亮
一

　
檜
谷
　
亮
一

7777
　
横
山
　
賢
一

　
横
山
　
賢
一

7878
　
門
脇
　
道
夫

　
門
脇
　
道
夫

7878
　
刑
部
　
孝
一

　
刑
部
　
孝
一

7878
　
香
西
　
正
剛

　
香
西
　
正
剛

7878
　　
小
宮
山
久
子

小
宮
山
久
子

7878
　
笹
井
　
民
男

　
笹
井
　
民
男

7878
　
佐
野
　
栄
一

　
佐
野
　
栄
一

7878
　
高
苗
　
政
義

　
高
苗
　
政
義

7878
　
田
中
　
誠
治

　
田
中
　
誠
治

7878
　
中
里
ゆ
か
り

　
中
里
ゆ
か
り

7878
　
中
西
　
邦
夫

　
中
西
　
邦
夫

7878
　
藤
枝
　
春
彰

　
藤
枝
　
春
彰

7878
　
谷
部
　
忠
志

　
谷
部
　
忠
志

7878
　
山
本
　
靖
雄

　
山
本
　
靖
雄

7878
　　
四
柳
　
一
麿

四
柳
　
一
麿

7979
　
安
藤
　
　
始

　
安
藤
　
　
始

7979
　
池
田
　
佑
司

　
池
田
　
佑
司

7979
　
小
澤
　
功
明

　
小
澤
　
功
明

7979
　
小
野
　
正
一

　
小
野
　
正
一

7979
　
勝
又
　
信
一

　
勝
又
　
信
一

7979
　
金
築
　
芳
之

　
金
築
　
芳
之

7979
　
斎
藤
　
政
一

　
斎
藤
　
政
一

7979
　
冨
岡
　
光
雄

　
冨
岡
　
光
雄

7979
　
中
川
　
健
一

　
中
川
　
健
一

7979
　
中
田
　
和
江

　
中
田
　
和
江

7979
　
萩
原
　
正
雄

　
萩
原
　
正
雄

7979
　
萩
原
　
正
美

　
萩
原
　
正
美

7979
　
花
輪
　
守
留

　
花
輪
　
守
留

7979
　
原
　
　
　
寛

　
原
　
　
　
寛

7979
　
平
田
　
千
秋

　
平
田
　
千
秋

7979
　
松
本
　
和
夫

　
松
本
　
和
夫

7979
　
眞
弓
　
　
秀

　
眞
弓
　
　
秀

8080
　
秋
山
　
哲
大

　
秋
山
　
哲
大

8080
　
石
川
　
　
明

　
石
川
　
　
明

8080
　
宇
城
　
照
燿

　
宇
城
　
照
燿

8080
　
沖
田
み
な
子

　
沖
田
み
な
子

8080
　　
影
山
　
幹
男

影
山
　
幹
男

8080
　
佐
藤
　
芳
孝

　
佐
藤
　
芳
孝

8080
　
玉
井
　
治
夫

　
玉
井
　
治
夫

8080
　
田
村
　
有
三

　
田
村
　
有
三

8080
　
遠
山
　
秀
樹

　
遠
山
　
秀
樹

8080
　
服
部
　
公
一

　
服
部
　
公
一

8080
　
本
田
　
康
幸

　
本
田
　
康
幸

8080
　
増
田
喜
八
郎

　
増
田
喜
八
郎

8080
　
宮
本
　
明
雄

　
宮
本
　
明
雄

8080
　
山
本
　
義
男

　
山
本
　
義
男

8080
　
横
尾
　
邦
光

　
横
尾
　
邦
光

8080
　
渡
辺
　
敏
明

　
渡
辺
　
敏
明

8181
　
天
野
　
幸
子

　
天
野
　
幸
子

8181
　
池
田
　
修
司

　
池
田
　
修
司

8181
　
伊
藤
　
義
男

　
伊
藤
　
義
男

8181
　
神
田
　
典
明

　
神
田
　
典
明

8181
　
近
藤
　
　
清

　
近
藤
　
　
清

8181
　
佐
々
木
秋
男

　
佐
々
木
秋
男

8181
　
中
出
　
文
夫

　
中
出
　
文
夫

8181
　
新
野
　
博
子

　
新
野
　
博
子

8181
　
野
崎
　
　
暁

　
野
崎
　
　
暁

8181
　
三
橋
　
国
昭

　
三
橋
　
国
昭

8181
　
宮
川
　
眞
臣

　
宮
川
　
眞
臣

8181
　
山
本
　
秀
二

　
山
本
　
秀
二

8181
　
湯
浅
　
典
男

　
湯
浅
　
典
男

8282
　
石
野
　
信
人

　
石
野
　
信
人

8282
　　
岩
田
　
京
子

岩
田
　
京
子

8282
　
酒
井
　
　
章

　
酒
井
　
　
章

8282
　
吉
田
　
和
子

　
吉
田
　
和
子

8383
　
池
亀
　
康
子

　
池
亀
　
康
子

8383
　
伊
藤
　
政
美

　
伊
藤
　
政
美

8383
　
鵜
沢
　
昌
弘

　
鵜
沢
　
昌
弘

8383
　
鵜
島
　
直
子

　
鵜
島
　
直
子

8383
　
加
藤
由
美
子

　
加
藤
由
美
子

8383
　
川
田
　
　
等

　
川
田
　
　
等

8383
　
白
井
直
三
郎

　
白
井
直
三
郎

8383
　　
千
種
　
順
一

千
種
　
順
一

8383
　
西
山
　
典
友

　
西
山
　
典
友

8383
　
橋
本
　
文
典

　
橋
本
　
文
典

8383
　
丸
山
　
高
明

　
丸
山
　
高
明

8383
　
森
　
　
　
融

　
森
　
　
　
融

8383
　
幸
田
　
真
人

　
幸
田
　
真
人

8383
　
横
山
多
賀
彦

　
横
山
多
賀
彦

8383
　
米
原
　
尊
仁

　
米
原
　
尊
仁

8383
　
鷲
尾
　
　
隆

　
鷲
尾
　
　
隆

8383
　
渡
辺
　
英
明

　
渡
辺
　
英
明

8484
　
薄
井
　
和
男

　
薄
井
　
和
男

8484
　
薄
井
　
　
睦

　
薄
井
　
　
睦

8484
　
遠
藤
　
昌
直

　
遠
藤
　
昌
直

8484
　
小
林
洋
一
郎

　
小
林
洋
一
郎

8484
　
永
井
　
利
幸

　
永
井
　
利
幸

8484
　
中
里
　
英
里

　
中
里
　
英
里

8484
　
原
　
　
一
郎

　
原
　
　
一
郎

8484
　
藤
沼
恵
美
子

　
藤
沼
恵
美
子

8484
　
水
谷
　
　
正

　
水
谷
　
　
正

8484
　
山
田
　
紳
夫

　
山
田
　
紳
夫

8585
　
菊
池
　
重
敏

　
菊
池
　
重
敏

8585
　
轡
田
　
勝
繁

　
轡
田
　
勝
繁

8585
　
佐
々
木
克
行

　
佐
々
木
克
行

8585
　
佐
藤
　
　
進

　
佐
藤
　
　
進

8585
　
瀧
川
　
　
修

　
瀧
川
　
　
修

8585
　
竹
野
内
禎
子

　
竹
野
内
禎
子

8585
　
田
中
　
初
美

　
田
中
　
初
美

8585
　
辻
　
　
直
子

　
辻
　
　
直
子

8585
　　
鳥
越
　
和
幸

鳥
越
　
和
幸

8585
　
中
川
　
恵
介

　
中
川
　
恵
介

8585
　
野
村
　
壽
志

　
野
村
　
壽
志

8585
　
松
山
　
善
之

　
松
山
　
善
之

8686
　
青
井
　
眞
吾

　
青
井
　
眞
吾

8686
　
安
達
　
　
明

　
安
達
　
　
明

8686
　
有
賀
　
寛
典

　
有
賀
　
寛
典

8686
　
岩
山
　
芳
憲

　
岩
山
　
芳
憲

8686
　
内
田
　
純
一

　
内
田
　
純
一

8686
　
梶
田
　
真
理

　
梶
田
　
真
理

8686
　
草
場
　
道
雄

　
草
場
　
道
雄

8686
　　
倉
橋
真
起
子

倉
橋
真
起
子

8686
　
坂
出
　
譲
治

　
坂
出
　
譲
治

8686
　
高
橋
　
　
悟

　
高
橋
　
　
悟

8686
　
西
　
か
よ
子

　
西
　
か
よ
子

8686
　
早
川
　
政
弘

　
早
川
　
政
弘

8686
　
前
島
　
　
正

　
前
島
　
　
正

8686
　
柚
井
　
正
道

　
柚
井
　
正
道

8787
　
上
野
　
宗
男

　
上
野
　
宗
男

8787
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

8787
　
佐
藤
　
俊
一

　
佐
藤
　
俊
一

8787
　　
高
橋
　
浩
介

高
橋
　
浩
介

8787
　
角
田
　
昌
弘

　
角
田
　
昌
弘

8787
　
藤
原
　
　
優

　
藤
原
　
　
優

8787
　
本
田
　
善
彦

　
本
田
　
善
彦

8787
　
間
宮
　
　
敏

　
間
宮
　
　
敏

8787
　
山
本
　
桂
子

　
山
本
　
桂
子

8787
　
山
本
　
雅
緒

　
山
本
　
雅
緒

8888
　
岩
崎
　
恒
宣

　
岩
崎
　
恒
宣

8888
　
熊
谷
　
　
隆

　
熊
谷
　
　
隆

8888
　
佐
々
木
壽
徳

　
佐
々
木
壽
徳

8888
　　
杉
山
　
晃
嗣

杉
山
　
晃
嗣

8888
　
鈴
木
三
津
雄

　
鈴
木
三
津
雄

8888
　
鈴
木
　
明
子

　
鈴
木
　
明
子

8888
　
花
見
　
次
男

　
花
見
　
次
男

8888
　
花
光
　
　
亮

　
花
光
　
　
亮

8888
　
堀
口
　
武
夫

　
堀
口
　
武
夫

8888
　
前
島
　
和
子

　
前
島
　
和
子

8888
　
松
浦
　
正
彦

　
松
浦
　
正
彦

8888
　
三
浦
　
正
典

　
三
浦
　
正
典

8888
　
山
本
　
徳
光

　
山
本
　
徳
光

8989
　　
秋
山
　
　
武

秋
山
　
　
武

8989
　
東
谷
　
一
彦

　
東
谷
　
一
彦

8989
　
足
立
　
有
一

　
足
立
　
有
一

8989
　
新
井
　
　
彰

　
新
井
　
　
彰

8989
　
石
井
　
章
一

　
石
井
　
章
一

8989
　
宇
佐
見
豪
將

　
宇
佐
見
豪
將

8989
　
大
場
　
　
正

　
大
場
　
　
正

8989
　
金
子
　
寿
元

　
金
子
　
寿
元

8989
　
瓦
井
　
元
朗

　
瓦
井
　
元
朗

8989
　
笹
本
　
良
雄

　
笹
本
　
良
雄

8989
　　
志
村
　
有
司

志
村
　
有
司

8989
　
白
瀬
　
久
聖

　
白
瀬
　
久
聖

8989
　
棚
木
　
重
忠

　
棚
木
　
重
忠

8989
　
塚
原
　
明
弘

　
塚
原
　
明
弘

8989
　
西
村
庄
一
郎

　
西
村
庄
一
郎

8989
　
野
沢
　
豊
秀

　
野
沢
　
豊
秀

8989
　
平
山
　
晶
生

　
平
山
　
晶
生

8989
　
福
田
　
金
一

　
福
田
　
金
一

8989
　
森
　
　
慶
太

　
森
　
　
慶
太

8989
　
山
賀
　
敏
也

　
山
賀
　
敏
也

9090
　　
亀
廼
井
雅
文

亀
廼
井
雅
文

9090
　
喜
多
　
浩
之

　
喜
多
　
浩
之

9090
　
清
水
　
和
則

　
清
水
　
和
則

9090
　
高
山
　
雅
彦

　
高
山
　
雅
彦

9090
　
滝
沢
　
敬
一

　
滝
沢
　
敬
一

9090
　
辻
　
　
聡
彦

　
辻
　
　
聡
彦

9090
　
土
屋
　
英
夫

　
土
屋
　
英
夫

9090
　　
勅
使
河
原
正
典

勅
使
河
原
正
典

9090
　
松
本
　
　
啓

　
松
本
　
　
啓

9090
　
山
本
　
好
充

　
山
本
　
好
充

9090
　　
横
山
　
俊
彦

横
山
　
俊
彦

9090
　
吉
田
　
　
隆

　
吉
田
　
　
隆

9191
　
東
　
　
禎
章

　
東
　
　
禎
章

9191
　
尾
上
　
貴
宣

　
尾
上
　
貴
宣

9191
　
小
野
寺
章
禎

　
小
野
寺
章
禎

9191
　
加
藤
奈
保
樹

　
加
藤
奈
保
樹

9191
　
金
子
　
雄
貴

　
金
子
　
雄
貴

9191
　
設
楽
千
佳
子

　
設
楽
千
佳
子

9191
　
杉
山
　
典
子

　
杉
山
　
典
子

9191
　
鈴
木
　
岩
根

　
鈴
木
　
岩
根

9191
　　
高
松
　
圭
子

高
松
　
圭
子

9191
　
竹
澤
　
和
弘

　
竹
澤
　
和
弘

9191
　
露
木
　
義
行

　
露
木
　
義
行

100100
　
井
上
　
智
子

　
井
上
　
智
子

100100
　
竹
中
な
み
江

　
竹
中
な
み
江

101101
　
佐
藤
　
央
千

　
佐
藤
　
央
千

102102
　
窪
木
　
好
文

　
窪
木
　
好
文

103103
　
庄
司
　
　
純

　
庄
司
　
　
純

103103
　
永
野
　
雄
大

　
永
野
　
雄
大

104104
　
小
野
寺
雅
美

　
小
野
寺
雅
美

104104
　
藤
沢
　
瑞
朗

　
藤
沢
　
瑞
朗

105105
　
鈴
木
　
重
和

　
鈴
木
　
重
和

106106
　
菊
地
　
忠
久

　
菊
地
　
忠
久

106106
　
菅
原
　
慶
太

　
菅
原
　
慶
太

108108
　
遠
藤
　
　
諭

　
遠
藤
　
　
諭

108108
　
小
野
目
稲
美

　
小
野
目
稲
美

109109
　
柏
木
　
岳
史

　
柏
木
　
岳
史

109109
　
櫻
谷
　
賢
一

　
櫻
谷
　
賢
一

109109
　
田
中
　
直
彦

　
田
中
　
直
彦

109109
　
千
葉
　
秀
司

　
千
葉
　
秀
司

109109
　
宮
澤
　
高
志

　
宮
澤
　
高
志

110110
　
鍵
　
　
貴
之

　
鍵
　
　
貴
之

111111
　
菅
原
　
治
彦

　
菅
原
　
治
彦

112112
　
伊
藤
　
尚
太

　
伊
藤
　
尚
太

113113
　
栗
生
　
貴
史

　
栗
生
　
貴
史

113113
　
二
階
堂
博
雅

　
二
階
堂
博
雅

113113
　
三
品
　
博
隆

　
三
品
　
博
隆

115115
　
菅
野
　
祐
太

　
菅
野
　
祐
太

117117
　
石
川
　
昌
隆

　
石
川
　
昌
隆

117117
　
佐
山
　
　
崇

　
佐
山
　
　
崇

118118
　
長
田
雄
一
朗

　
長
田
雄
一
朗

118118
　
渡
邊
　
美
香

　
渡
邊
　
美
香

120120
　
佐
藤
　
孝
行

　
佐
藤
　
孝
行

121121
　
石
垣
　
仁
孝

　
石
垣
　
仁
孝

122122
　
高
崎
　
明
徳

　
高
崎
　
明
徳

122122
　
高
橋
　
知
貴

　
高
橋
　
知
貴

123123
　
田
村
　
　
勝

　
田
村
　
　
勝

123123
　
矢
數
　
幸
洋

　
矢
數
　
幸
洋

124124
　
佐
藤
　
瑞
華

　
佐
藤
　
瑞
華

124124
　
藤
岡
　
雅
人

　
藤
岡
　
雅
人

125125
　
藤
波
　
　
梓

　
藤
波
　
　
梓

127127
　
横
岡
　
卓
登

　
横
岡
　
卓
登

128128
　
浪
打
　
佑
介

　
浪
打
　
佑
介

129129
　
浅
香
　
光
莉

　
浅
香
　
光
莉

129129
　
菊
池
香
菜
子

　
菊
池
香
菜
子

129129
　
杉
浦
み
ど
り

　
杉
浦
み
ど
り

129129
　
藤
岡
　
　
葵

　
藤
岡
　
　
葵

130130
　
浅
見
　
　
詳

　
浅
見
　
　
詳

131131
　
太
田
　
聖
慶

　
太
田
　
聖
慶

131131
　
野
田
　
健
太

　
野
田
　
健
太

茨
城
県
支
部
経
由

三
千
円

6464
　
植
木
　
正
明

　
植
木
　
正
明

6666
　
渡
辺
　
正
美

　
渡
辺
　
正
美

7272
　
石
川
　
　
勇

　
石
川
　
　
勇

8282
　
大
金
　
　
博

　
大
金
　
　
博

8686
　
田
内
　
政
実

　
田
内
　
政
実

新
潟
県
支
部
経
由

三
千
円

7373
　
湯
浅
　
輝
子

　
湯
浅
　
輝
子

8888
　
白
川
の
り
こ

　
白
川
の
り
こ

福
井
県
支
部
経
由

三
千
円

6565
　
川
村
久
美
子

　
川
村
久
美
子

7070
　
梅
田
　
紀
壽

　
梅
田
　
紀
壽

7272
　
豊
島
稜
威
夫

　
豊
島
稜
威
夫

7373
　
小
島
　
幸
雄

　
小
島
　
幸
雄

7373
　
森
阪
　
晃
次

　
森
阪
　
晃
次

7575
　
木
藤
　
雅
子

　
木
藤
　
雅
子

7575
　
渡
辺
　
　
隆

　
渡
辺
　
　
隆

7676
　
宇
田
　
保
夫

　
宇
田
　
保
夫

7777
　
山
本
　
隆
重

　
山
本
　
隆
重

8080
　
石
塚
　
憲
治

　
石
塚
　
憲
治

8080
　
小
倉
　
好
廣

　
小
倉
　
好
廣

8080
　
加
藤
木
照
子

　
加
藤
木
照
子

8080
　
黒
田
　
眞
子

　
黒
田
　
眞
子

8080
　
竹
本
　
　
修

　
竹
本
　
　
修

8080
　
南
澤
　
一
敏

　
南
澤
　
一
敏

8383
　
寺
沢
　
久
直

　
寺
沢
　
久
直

8383
　
三
田
　
孝
一

　
三
田
　
孝
一

8484
　
赤
坂
　
康
夫

　
赤
坂
　
康
夫

8787
　
玉
木
　
勇
介

　
玉
木
　
勇
介

8888
　
吉
岡
　
継
喜

　
吉
岡
　
継
喜

8989
　
福
山
　
泰
江

　
福
山
　
泰
江

9191
　
一
瀬
　
康
治

　
一
瀬
　
康
治

9595
　
田
中
　
雅
実

　
田
中
　
雅
実

9696
　
上
坂
　
省
一

　
上
坂
　
省
一

9898
　
天
立
　
雅
浩

　
天
立
　
雅
浩

9999
　
岡
田
　
格
彦

　
岡
田
　
格
彦

103103
　
桑
原
　
宏
明

　
桑
原
　
宏
明

104104
　
斎
藤
　
直
子

　
斎
藤
　
直
子

108108
　
宮
田
　
　
卓

　
宮
田
　
　
卓

108108
　
宮
田
　
　
京

　
宮
田
　
　
京

108108
　
山
本
　
祥
嗣

　
山
本
　
祥
嗣

109109
　
新
田
　
義
和

　
新
田
　
義
和

119119
　
赤
坂
　
直
哉

　
赤
坂
　
直
哉

119119
　
上
田
　
卓
也

　
上
田
　
卓
也

静
岡
県
中
部
支
部
経
由

三
千
円

6363
　
高
槻
　
徹
次

　
高
槻
　
徹
次

7171
　
内
山
　
信
春

　
内
山
　
信
春

7171
　
内
海
　
泰
彦

　
内
海
　
泰
彦

7272
　
青
木
　
充
磨

　
青
木
　
充
磨

7272
　　
濱
岡
　
弘
一

濱
岡
　
弘
一

7272
　
森
　
　
英
樹

　
森
　
　
英
樹

7474
　
瀧
本
　
進
士

　
瀧
本
　
進
士

7676
　
青
島
　
勝
昭

　
青
島
　
勝
昭

7878
　
瀧
本
　
正
道

　
瀧
本
　
正
道

7979
　
田
島
　
久
雄

　
田
島
　
久
雄

7979
　
多
田
　
　
計

　
多
田
　
　
計

7979
　
松
下
　
正
之

　
松
下
　
正
之

8080
　
天
野
　
　
忍

　
天
野
　
　
忍

8080
　
伊
野
口
仁
一

　
伊
野
口
仁
一

8080
　
水
嶋
　
八
束

　
水
嶋
　
八
束

8383
　
桜
井
　
　
仁

　
桜
井
　
　
仁

8383
　
三
輪
　
宣
朗

　
三
輪
　
宣
朗

8484
　
藤
本
　
雅
通

　
藤
本
　
雅
通

8585
　
片
川
　
　
徹

　
片
川
　
　
徹

8686
　
伊
故
海
芳
則

　
伊
故
海
芳
則

8686
　
永
田
　
昌
志

　
永
田
　
昌
志

8888
　
河
原
﨑
　
全

　
河
原
﨑
　
全

8888
　
小
泉
　
住
雄

　
小
泉
　
住
雄

8888
　
苦
竹
　
泰
秀

　
苦
竹
　
泰
秀

8888
　
姫
岡
　
恭
彦

　
姫
岡
　
恭
彦

8989
　
仁
科
　
泰
彦

　
仁
科
　
泰
彦

9090
　
芦
原
　
久
雄

　
芦
原
　
久
雄

9090
　
須
藤
　
隆
広

　
須
藤
　
隆
広

9090
　
滝
浪
　
　
泰

　
滝
浪
　
　
泰

9292
　
村
瀬
　
隆
彦

　
村
瀬
　
隆
彦

9393
　
岡
村
　
　
渉

　
岡
村
　
　
渉

9393
　
八
木
　
良
弘

　
八
木
　
良
弘

9494
　
伊
藤
　
裕
司

　
伊
藤
　
裕
司

9494
　
鈴
木
　
啓
央

　
鈴
木
　
啓
央

9797
　
中
川
　
律
子

　
中
川
　
律
子

9999
　
河
合
　
　
修

　
河
合
　
　
修

9999
　
小
杉
　
明
史

　
小
杉
　
明
史

103103
　
大
沢
　
哲
也

　
大
沢
　
哲
也

104104
　
大
森
　
信
宏

　
大
森
　
信
宏

104104
　
瀧
本
　
良
子

　
瀧
本
　
良
子

108108
　
藤
本
　
　
大

　
藤
本
　
　
大

109109
　
齋
藤
　
　
曜

　
齋
藤
　
　
曜

109109
　
長
橋
　
正
樹

　
長
橋
　
正
樹

110110
　
片
川
　
大
輝

　
片
川
　
大
輝

110110
　
杉
山
　
智
昭

　
杉
山
　
智
昭

114114
　
杉
山
　
　
武

　
杉
山
　
　
武

116116
　
大
石
　
沙
織

　
大
石
　
沙
織

116116
　
松
下
　
国
正

　
松
下
　
国
正

117117
　
宮
城
島
由
貴

　
宮
城
島
由
貴

118118
　
海
野
　
貴
嗣

　
海
野
　
貴
嗣

118118
　
谷
田
　
和
悠

　
谷
田
　
和
悠

120120
　
森
　
千
早
都

　
森
　
千
早
都

121121
　
伊
藤
　
貴
彦

　
伊
藤
　
貴
彦

122122
　
苦
竹
　
紗
代

　
苦
竹
　
紗
代

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

　
名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会

員
。「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ

て
い
な
い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
。（
敬
称
略
）

　
令
和
六
年
二
月
一
日
～
令
和

六
年
四
月
三
十
日
納
入
分
ま
で
。

　
皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い

　
皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い

た
だ
い
た
会
費
・
寄
付
金

た
だ
い
た
会
費
・
寄
付
金

は
同
窓
会
事
業
や
公
益
事

は
同
窓
会
事
業
や
公
益
事

業
等
に
使
用
い
た
し
ま

業
等
に
使
用
い
た
し
ま

す
。
す
。

　
な
お
、
こ
の
会
報
と
一

　
な
お
、
こ
の
会
報
と
一

緒
に
会
費
・
寄
付
金
に
つ

緒
に
会
費
・
寄
付
金
に
つ

い
て
の
チ
ラ
シ
が
同
封
さ

い
て
の
チ
ラ
シ
が
同
封
さ

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 会費等入金累計表 ■
Ｒ6・2/1~R6・3/31 Ｒ6.4/1~R6.4/30
金額（円） 件数 金額（円） 件数

年 度 会 費 687,000 229 1,362,000 454
十 年 会 費 100,000 5 2,000,000 100
維 持 寄 付 金 50,580 6 1,134,580 81
学 術・ス ポ ー ツ 振 興 資 金 161,500 20 840,000 105
基 本 財 産 寄 付 金 0 0 0 0

〈
年
度
会
費
〉

令
和
六
年
度
納
入
分

本
部
直
納

六
千
円

9494
　
西
川
　
美
保

　
西
川
　
美
保

三
千
円

推
　
田
中
　
裕
巳

推
　
田
中
　
裕
巳

5454
　
久
我
　
一
愃

　
久
我
　
一
愃

5858
　
三
界
あ
ゆ
ち

　
三
界
あ
ゆ
ち

6060
　
古
川
　
正
幸

　
古
川
　
正
幸

6161
　
大
塚
　
康
夫

　
大
塚
　
康
夫

6161
　
大
原
　
春
子

　
大
原
　
春
子

6262
　
河
合
　
新
一

　
河
合
　
新
一

6363
　
北
嶋
　
義
三

　
北
嶋
　
義
三

6464
　
甲
斐
　
　
直

　
甲
斐
　
　
直

6464
　
金
刺
　
保
英

　
金
刺
　
保
英

6464
　
斎
藤
　
　
稔

　
斎
藤
　
　
稔

6464
　
渋
谷
　
謙
二

　
渋
谷
　
謙
二

6464
　
田
中
　
美
代

　
田
中
　
美
代

6565
　
木
幡
　
輝
秋

　
木
幡
　
輝
秋

6565
　
横
田
　
　
睦

　
横
田
　
　
睦

6666
　
榎
並
　
秋
晴

　
榎
並
　
秋
晴

6666
　
岳
　
　
尋
幸

　
岳
　
　
尋
幸

6666
　　
北
澤
不
二
彌

北
澤
不
二
彌

6666
　
田
村
　
哲
男

　
田
村
　
哲
男

6666
　
人
見
　
昇
三

　
人
見
　
昇
三

6666
　
松
井
　
啓
晏

　
松
井
　
啓
晏

6666
　
水
岡
と
し
子

　
水
岡
と
し
子

6666
　
三
堀
　
臣
一

　
三
堀
　
臣
一

6767
　
網
野
　
荘
司

　
網
野
　
荘
司

6767
　
新
見
　
隆
司

　
新
見
　
隆
司

6767
　
大
亀
　
恒
芳

　
大
亀
　
恒
芳

6767
　
倉
本
　
士
誓

　
倉
本
　
士
誓

6767
　
近
藤
　
　
弘

　
近
藤
　
　
弘

6767
　
高
橋
　
秀
雄

　
高
橋
　
秀
雄

6767
　
塚
田
　
完
次

　
塚
田
　
完
次

6767
　
宮
沢
　
宥
文

　
宮
沢
　
宥
文

6767
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

6868
　
岩
崎
　
安
宏

　
岩
崎
　
安
宏

6868
　
上
川
　
節
子

　
上
川
　
節
子

6868
　
櫻
井
　
功
輝

　
櫻
井
　
功
輝

6868
　
佐
藤
　
博
司

　
佐
藤
　
博
司

6868
　
篠
崎
　
金
司

　
篠
崎
　
金
司

6868
　
庄
司
　
　
平

　
庄
司
　
　
平

6868
　
鈴
木
　
弘
仲

　
鈴
木
　
弘
仲

6868
　
長
谷
川
洋
三

　
長
谷
川
洋
三

〈
十
年
会
費
〉

宮
城
県
支
部
経
由

二
万
円

103103
　
小
栗
　
雅
仁

　
小
栗
　
雅
仁

128128
　
宮
野
　
誉
大

　
宮
野
　
誉
大

茨
城
県
支
部
経
由

二
万
円

8585
　
山
崎
　
正
夫

　
山
崎
　
正
夫

108108
　
林
　
　
竜
司

　
林
　
　
竜
司

本
部
直
納

二
万
円

103103
　
松
尾
　
桂
宏

　
松
尾
　
桂
宏

127127
　
苦
竹
ま
ど
か

　
苦
竹
ま
ど
か

128128
　
鈴
木
ひ
か
る

　
鈴
木
ひ
か
る

128128
　
丸
尾
　
良
樹

　
丸
尾
　
良
樹

129129
　
柴
田
　
渓
介

　
柴
田
　
渓
介

129129
　
宮
本
　
博
紀

　
宮
本
　
博
紀

131131
　
山
本
　
竜
也

　
山
本
　
竜
也

◆
　
◆
　
◆◆

本
部
直
納

一
万
五
千
円

7777
　
坂
本
　
　
道

　
坂
本
　
　
道

三
千
円

6969
　
小
泉
　
朋
子

　
小
泉
　
朋
子

6969
　
妙
摩
　
光
代

　
妙
摩
　
光
代

7373
　
白
田
　
有
良

　
白
田
　
有
良

7474
　
穂
戸
田
久
雄

　
穂
戸
田
久
雄

7575
　
中
村
　
貞
史

　
中
村
　
貞
史

7676
　
淡
路
　
雅
夫

　
淡
路
　
雅
夫

7676
　
大
鹿
糠
一
征

　
大
鹿
糠
一
征

7676
　
小
久
保
明
美

　
小
久
保
明
美

8181
　
伊
藤
　
　
康

　
伊
藤
　
　
康

8787
　
山
本
　
桂
子

　
山
本
　
桂
子

9292
　
田
中
　
和
久

　
田
中
　
和
久

9393
　
赤
松
　
裕
信

　
赤
松
　
裕
信

9393
　
安
田
　
寿
男

　
安
田
　
寿
男

9898
　
高
麗
　
文
康

　
高
麗
　
文
康

103103
　
山
名
　
　
徹

　
山
名
　
　
徹

109109
　
荒
井
　
玲
子

　
荒
井
　
玲
子

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

二
万
七
千
円

　
　
　
　  
院
友
会
ゴ
ル
フ

院
友
会
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
第

ク
ラ
ブ
第
7171
回回

出
席
者
有
志

出
席
者
有
志

二
万
円

6868
　
信
戸
　
文
也

　
信
戸
　
文
也

一
万
円 

 
 

 

　
　
　
　  

院
友
会
ゴ
ル
フ

院
友
会
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ

6969
　
小
泉
　
朋
子

　
小
泉
　
朋
子

7272
　
高
橋
　
良
一

　
高
橋
　
良
一

7474
　
上
村
　
好
生

　
上
村
　
好
生

8282
　
宇
都
木
丈
夫

　
宇
都
木
丈
夫

8383
　
込
宮
　
久
夫

　
込
宮
　
久
夫

9797
　
金
子
ま
す
み

　
金
子
ま
す
み

五
千
円

6666
　
渡
辺
　
正
美

　
渡
辺
　
正
美

6969
　
南
里
　
昌
宏

　
南
里
　
昌
宏

7676
　
金
子
美
智
子

　
金
子
美
智
子

8080
　
馬
藤
　
克
己

　
馬
藤
　
克
己

8484
　
佐
々
木
比
都

　
佐
々
木
比
都

107107
　
岡
田
　
　
誠

　
岡
田
　
　
誠

114114
　
賞
雅
　
尚
樹

　
賞
雅
　
尚
樹

124124
　
須
田
　
光
一

　
須
田
　
光
一

三
千
円

8686
　
内
田
　
純
一

　
内
田
　
純
一

千
円

9898
　
豊
嶋
　
史
之

　
豊
嶋
　
史
之

五
百
円

　
　
有
　
　
　
志

　
　
有
　
　
　
志

〈
維
持
寄
付
金
〉

一
万
円

7171
　
高
松
　
民
吉

　
高
松
　
民
吉

7878
　
中
丸
　
一
輝

　
中
丸
　
一
輝

8282
　
宇
都
木
丈
夫

　
宇
都
木
丈
夫

8585
　
青
澤
　
正
明

　
青
澤
　
正
明

8585
　
池
畑
　
眞
弓

　
池
畑
　
眞
弓

五
百
八
十
円

8383
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

〈
維
持
寄
付
金
〉

二
十
万
円

8181
　
坂
本
眞
佐
人

　
坂
本
眞
佐
人

十
万
円

9999
　
鈴
木
　
康
寛

　
鈴
木
　
康
寛

三
万
円

6969
　
菅
原
み
ど
り

　
菅
原
み
ど
り

7474
　
益
井
　
邦
夫

　
益
井
　
邦
夫

二
万
円

6767
　
水
口
　
勝
治

　
水
口
　
勝
治

8383
　
石
川
　
正
人

　
石
川
　
正
人

8787
　
九
　
九
鬼鬼
　
家
隆

　
家
隆

一
万
円

特
　
片
山
　
裕
司

特
　
片
山
　
裕
司

推
　
小
林
　
英
夫

推
　
小
林
　
英
夫

推
　
柴
田
　
正
子

推
　
柴
田
　
正
子

6363
　
北
嶋
　
義
三

　
北
嶋
　
義
三

6363
　
渡
辺
　
和
勇

　
渡
辺
　
和
勇

6666
　
水
岡
と
し
子

　
水
岡
と
し
子

6969
　
国
重
　
勝
之

　
国
重
　
勝
之

7171
　
廣
井
　
武
司

　
廣
井
　
武
司

7272
　
金
子
　
尚
夫

　
金
子
　
尚
夫

7373
　
本
間
　
直
美

　
本
間
　
直
美

7474
　
荒
木
　
真
幸

　
荒
木
　
真
幸

7575
　
近
藤
　
邦
彦

　
近
藤
　
邦
彦

7676
　
一
柳
　
　
勇

　
一
柳
　
　
勇

7676
　
内
田
　
　
寛

　
内
田
　
　
寛

7676
　
久
富
　
清
司

　
久
富
　
清
司

7676
　
別
所
　
征
洋

　
別
所
　
征
洋

7676
　
安
田
慶
逸
郎

　
安
田
慶
逸
郎

7777
　
影
山
　
和
夫

　
影
山
　
和
夫

7777
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

7878
　
門
脇
　
道
夫

　
門
脇
　
道
夫

7878
　
唐
澤
　
洋
一

　
唐
澤
　
洋
一

7878
　
高
苗
　
政
義

　
高
苗
　
政
義

7878
　
山
西
　
啓
司

　
山
西
　
啓
司

7979
　
須
田
　
憲
一

　
須
田
　
憲
一

7979
　
橘
　
　
昭
男

　
橘
　
　
昭
男

8080
　
小
俣
　
能
範

　
小
俣
　
能
範

8080
　
金
光
　
英
子

　
金
光
　
英
子

8080
　
里
見
　
裕
輔

　
里
見
　
裕
輔

8181
　
保
坂
　
　
悟

　
保
坂
　
　
悟

8282
　
宇
都
木
丈
夫

　
宇
都
木
丈
夫

8282
　
児
玉
　
式
子

　
児
玉
　
式
子

8282
　
高
津
　
利
貞

　
高
津
　
利
貞

8383
　
永
岡
　
邦
利

　
永
岡
　
邦
利

8484
　
遠
藤
　
昌
直

　
遠
藤
　
昌
直

8484
　
田
代
　
雅
敏

　
田
代
　
雅
敏

8585
　
阪
野
　
貞
行

　
阪
野
　
貞
行

8585
　
細
野
　
政
和

　
細
野
　
政
和

8787
　
秋
本
　
和
文

　
秋
本
　
和
文

8787
　
吉
本
　
　
充

　
吉
本
　
　
充

8888
　
越
智
　
義
幸

　
越
智
　
義
幸

8888
　
川
島
　
昭
光

　
川
島
　
昭
光

8888
　
花
光
　
　
亮

　
花
光
　
　
亮

9090
　
金
剛
丸
静
子

　
金
剛
丸
静
子

9090
　
武
藤
　
郁
人

　
武
藤
　
郁
人

9191
　
島
村
　
禎
宏

　
島
村
　
禎
宏

9191
　
中
山
　
博
之

　
中
山
　
博
之

9292
　
中
山
　
正
恵

　
中
山
　
正
恵

9292
　
山
下
　
善
久

　
山
下
　
善
久

9393
　
牛
久
保

　
牛
久
保
　　
聡聡

9393
　
谷
口
　
一
也

　
谷
口
　
一
也

9494
　
安
藤
　
範
子

　
安
藤
　
範
子

9494
　
栄
田
　
義
計

　
栄
田
　
義
計

9494
　
西
川
　
美
保

　
西
川
　
美
保

9595
　
柴
田
　
覚
尊

　
柴
田
　
覚
尊

9797
　
石
井
　
啓
隆

　
石
井
　
啓
隆

102102
　
種
田
　
克
英

　
種
田
　
克
英

102102
　
松
嶋
　
寿
延

　
松
嶋
　
寿
延

103103
　
前
田
　
倫
子

　
前
田
　
倫
子

103103
　
湯
田
　
崇
弘

　
湯
田
　
崇
弘

104104
　
寺
﨑
　
晃
至

　
寺
﨑
　
晃
至

104104
　
橋
本
慎
一
郎

　
橋
本
慎
一
郎

104104
　
和
智
　
恵
一

　
和
智
　
恵
一

105105
　
安
藤
　
紀
彦

　
安
藤
　
紀
彦

110110
　
戸
川
　
忠
俊

　
戸
川
　
忠
俊

115115
　
姉
川
　
光
国

　
姉
川
　
光
国

115115
　
大
久
保
千
鋭

　
大
久
保
千
鋭

115115
　
坂
上
　
眞
弥

　
坂
上
　
眞
弥

115115
　
脇
　
脇
阪阪
　
　
央

　
　
央

117117
　
脇
阪
　
一
代

　
脇
阪
　
一
代

125125
　
水
橋
　
　
翼

　
水
橋
　
　
翼

131131
　
春
田
　
　
楓

　
春
田
　
　
楓

三
千
円

7676
　
花
井
　
利
彦

　
花
井
　
利
彦

千
円

8383
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

五
百
八
十
円

8383
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

8282
　
美
代
　
紀
子

　
美
代
　
紀
子

8383
　
松
中
　
隆
泰

　
松
中
　
隆
泰

8484
　
阿
部
　
訓
久

　
阿
部
　
訓
久

8484
　
菊
地
　
啓
行

　
菊
地
　
啓
行

8484
　
田
口
　
富
夫

　
田
口
　
富
夫

8484
　
和
田
　
啓
子

　
和
田
　
啓
子

8585
　
猿
渡
　
昌
盛

　
猿
渡
　
昌
盛

8585
　
杉
本
　
明
久

　
杉
本
　
明
久

8686
　
小
杉
　
　
誠

　
小
杉
　
　
誠

8686
　
近
藤
　
昭
久

　
近
藤
　
昭
久

8686
　
関
口
　
博
道

　
関
口
　
博
道

8686
　
西
川
　
孝
子

　
西
川
　
孝
子

8787
　
小
川
　
信
雄

　
小
川
　
信
雄

8787
　
小
山
　
健
雄

　
小
山
　
健
雄

8787
　
永
井
　
保
之

　
永
井
　
保
之

8787
　
並
木
　
　
隆

　
並
木
　
　
隆

8888
　
江
守
　
紀
子

　
江
守
　
紀
子

8888
　
越
智
　
義
幸

　
越
智
　
義
幸

8888
　
横
山
　
良
治

　
横
山
　
良
治

8989
　
岡
本
　
弘
二

　
岡
本
　
弘
二

8989
　
小
野
ゆ
き
え

　
小
野
ゆ
き
え

8989
　
八
剱
　
　
隆

　
八
剱
　
　
隆

9090
　
香
田
　
隆
造

　
香
田
　
隆
造

9090
　
湊
　
　
靖
之

　
湊
　
　
靖
之

9191
　
金
田
　
泰
行

　
金
田
　
泰
行

9191
　
小
林
　
邦
彦

　
小
林
　
邦
彦

9191
　
中
上
　
　
徹

　
中
上
　
　
徹

9191
　
中
山
　
博
之

　
中
山
　
博
之

9191
　　
馬
場
　
信
男

馬
場
　
信
男

9191
　
松
井
　
直
巳

　
松
井
　
直
巳

9191
　
横
田
　
昌
和

　
横
田
　
昌
和

9292
　
山
崎
　
秀
樹

　
山
崎
　
秀
樹

9393
　
青
木
　
嘉
仁

　
青
木
　
嘉
仁

9393
　
上
野
　
　
仁

　
上
野
　
　
仁

9393
　
岡
花
　
弘
幸

　
岡
花
　
弘
幸

9393
　
齋
藤
友
季
子

　
齋
藤
友
季
子

9494
　
安
藤
　
範
子

　
安
藤
　
範
子

9494
　
松
岡
　
篤
志

　
松
岡
　
篤
志

9595
　　
大
久
保
博
範

大
久
保
博
範

9595
　
岡
野
　
大
治

　
岡
野
　
大
治

9696
　
西
村
　
城
人

　
西
村
　
城
人

9696
　
和
田
　
雅
之

　
和
田
　
雅
之

9797
　
石
井
　
啓
隆

　
石
井
　
啓
隆

9999
　
柴
崎
　
　
理

　
柴
崎
　
　
理

100100
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

100100
　
内
田
　
　
歩

　
内
田
　
　
歩

101101
　
奥
泉
　
淳
広

　
奥
泉
　
淳
広

101101
　
丸
田
　
智
香

　
丸
田
　
智
香

102102
　　
有
馬
　
頼
央

有
馬
　
頼
央

102102
　
種
田
　
克
英

　
種
田
　
克
英

102102
　
松
嶋
　
寿
延

　
松
嶋
　
寿
延

103103
　
大
谷
　
俊
樹

　
大
谷
　
俊
樹

104104
　
秋
友
　
修
身

　
秋
友
　
修
身

104104
　
寺
﨑
　
晃
至

　
寺
﨑
　
晃
至

104104
　
藤
岡
　
憲
治

　
藤
岡
　
憲
治

105105
　
水
口
　
弘
士

　
水
口
　
弘
士

107107
　
糸
井
　
英
司

　
糸
井
　
英
司

107107
　
神
　
大
和
男

　
神
　
大
和
男

108108
　
伊
藤
　
孝
行

　
伊
藤
　
孝
行

108108
　
箱
田
　
祐
三

　
箱
田
　
祐
三

110110
　
菊
地
　
武
宣

　
菊
地
　
武
宣

111111
　
佐
伯
　
誠
三

　
佐
伯
　
誠
三

112112
　
下
田
　
美
幸

　
下
田
　
美
幸

112112
　
町
田
　
紘
子

　
町
田
　
紘
子

112112
　
吉
村
　
勝
治

　
吉
村
　
勝
治

117117
　
下
田
　
　
彬

　
下
田
　
　
彬

119119
　
増
田
　
芳
宣

　
増
田
　
芳
宣

120120
　
田
中
　
佑
季

　
田
中
　
佑
季

121121
　
齋
藤
　
則
迪

　
齋
藤
　
則
迪

122122
　
吉
岡
志
武
貴

　
吉
岡
志
武
貴

132132
　
豊
島
　
輝
雄

　
豊
島
　
輝
雄

9191
　
長
尾
　
　
康

　
長
尾
　
　
康

9191
　
中
山
　
昌
彦

　
中
山
　
昌
彦

9191
　
正
富
　
元
邦

　
正
富
　
元
邦

9191
　
渡
辺
　
幹
夫

　
渡
辺
　
幹
夫

9292
　
石
神
　
治
男

　
石
神
　
治
男

9292
　
大
塚
　
明
彦

　
大
塚
　
明
彦

9292
　
榊
原
　
順
悦

　
榊
原
　
順
悦

9292
　　
鈴
木
　
　
隆

鈴
木
　
　
隆

9292
　
谷
　
　
浩
行

　
谷
　
　
浩
行

9292
　
富
沢
　
　
浩

　
富
沢
　
　
浩

9292
　
中
山
　
正
恵

　
中
山
　
正
恵

9292
　
西
川
　
充
彦

　
西
川
　
充
彦

9292
　
伴
　
　
卓
司

　
伴
　
　
卓
司

9292
　
渡
井
　
勝
已

　
渡
井
　
勝
已

9393
　
飯
泉
　
健
司

　
飯
泉
　
健
司

9393
　
大
久
保
昌
也

　
大
久
保
昌
也

9393
　
小
圷
　
恵
江

　
小
圷
　
恵
江

9393
　　
酒
寄
　
和
彦

酒
寄
　
和
彦

9393
　
白
坂
　
桂
彦

　
白
坂
　
桂
彦

9393
　
土
井
　
　
誠

　
土
井
　
　
誠

9393
　
樋
口
　
貴
子

　
樋
口
　
貴
子

9393
　
廣
田
　
篤
樹

　
廣
田
　
篤
樹

9393
　
松
倉
　
　
晃

　
松
倉
　
　
晃

9393
　
山
北
　
栄
治

　
山
北
　
栄
治

9393
　
吉
田
　
明
彦

　
吉
田
　
明
彦

9494
　
神
田
　
達
朗

　
神
田
　
達
朗

9494
　
菊
池
理
恵
子

　
菊
池
理
恵
子

9494
　　
坂
本
　
祐
介

坂
本
　
祐
介

9494
　
高
橋
　
　
正

　
高
橋
　
　
正

9494
　
高
橋
　
徳
久

　
高
橋
　
徳
久

9494
　
土
生
　
直
子

　
土
生
　
直
子

9595
　
栗
原
　
康
世

　
栗
原
　
康
世

9595
　
小
山
一
日
出

　
小
山
一
日
出

9595
　
昆
野
　
　
宏

　
昆
野
　
　
宏

9595
　
柴
田
　
覚
尊

　
柴
田
　
覚
尊

9595
　
永
井
　
康
之

　
永
井
　
康
之

9595
　
藤
野
　
久
信

　
藤
野
　
久
信

9595
　　
藤
山
　
宣
広

藤
山
　
宣
広

9696
　
佐
々
木
良
作

　
佐
々
木
良
作

9696
　
松
長
　
直
道

　
松
長
　
直
道

9696
　
村
田
　
由
香

　
村
田
　
由
香

9696
　
山
下
　
　
剛

　
山
下
　
　
剛

9797
　
石
川
　
　
敦

　
石
川
　
　
敦

9797
　
鞠
子
　
知
宏

　
鞠
子
　
知
宏

9898
　
金
子
有
希
子

　
金
子
有
希
子

9898
　
須
藤
　
　
清

　
須
藤
　
　
清

9898
　
堀
　
　
光
伸

　
堀
　
　
光
伸

9898
　　
吉
田
　
明
稔

吉
田
　
明
稔

9999
　
内
海
　
春
人

　
内
海
　
春
人

9999
　
大
嶋
　
未
央

　
大
嶋
　
未
央

9999
　
佐
藤
　
　
悌

　
佐
藤
　
　
悌

9999
　
菅
　
　
正
治

　
菅
　
　
正
治

9999
　
鈴
木
　
康
寛

　
鈴
木
　
康
寛

9999
　
本
田
　
秀
之

　
本
田
　
秀
之

100100
　
柄
澤
　
士
郎

　
柄
澤
　
士
郎

100100
　
津
島
　
邦
宏

　
津
島
　
邦
宏

100100
　
松
橋
　
知
之

　
松
橋
　
知
之

101101
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

101101
　
上
田
桂
太
郎

　
上
田
桂
太
郎

101101
　
佐
直
　
利
昭

　
佐
直
　
利
昭

102102
　
糸
田
由
香
子

　
糸
田
由
香
子

102102
　
齋
藤
　
大
也

　
齋
藤
　
大
也

102102
　
関
口
　
祐
治

　
関
口
　
祐
治

102102
　
矢
島
　
　
司

　
矢
島
　
　
司

102102
　
山
中
　
隆
寛

　
山
中
　
隆
寛

103103
　
石
田
　
智
秀

　
石
田
　
智
秀

103103
　
市
川
　
和
裕

　
市
川
　
和
裕

103103
　　  

伊
藤
伊
藤

　
　
　
　
ジ
ャ
ッ
ジ
向
子

ジ
ャ
ッ
ジ
向
子

103103
　
荻
野
　
睦
浩

　
荻
野
　
睦
浩

103103
　
前
田
　
倫
子

　
前
田
　
倫
子

104104
　
板
橋
　
一
茂

　
板
橋
　
一
茂

104104
　
西
村
　
尚
人

　
西
村
　
尚
人

104104
　
橋
本
慎
一
郎

　
橋
本
慎
一
郎

104104
　
和
智
　
恵
一

　
和
智
　
恵
一

105105
　
岩
井
　
孝
幸

　
岩
井
　
孝
幸

105105
　
沼
部
　
文
彰

　
沼
部
　
文
彰

106106
　
齊
藤
　
泰
之

　
齊
藤
　
泰
之

106106
　　
阪
本
　
美
雄

阪
本
　
美
雄

107107
　
猪
俣
　
健
一

　
猪
俣
　
健
一

107107
　
岡
田
　
　
誠

　
岡
田
　
　
誠

107107
　
中
村
　
陽
介

　
中
村
　
陽
介

108108
　
倉
光
　
秀
尚

　
倉
光
　
秀
尚

108108
　
須
﨑
　
　
崇

　
須
﨑
　
　
崇

109109
　
田
中
　
容
子

　
田
中
　
容
子

110110
　
杉
山
　
和
敬

　
杉
山
　
和
敬

110110
　
戸
川
　
忠
俊

　
戸
川
　
忠
俊

110110
　
渡
邉
　
基
也

　
渡
邉
　
基
也

111111
　　
岩
下
　
信
史

岩
下
　
信
史

112112
　
浦
部
　
千
尋

　
浦
部
　
千
尋

112112
　
菅
野
　
紀
子

　
菅
野
　
紀
子

112112
　
柚
井
　
克
仁

　
柚
井
　
克
仁

113113
　
西
岡
　
泰
人

　
西
岡
　
泰
人

113113
　
山
下
　
　
明

　
山
下
　
　
明

114114
　
大
槻
　
祐
樹

　
大
槻
　
祐
樹

114114
　
高
　
将
太
朗

　
高
　
将
太
朗

115115
　
坂
上
　
眞
弥

　
坂
上
　
眞
弥

116116
　
加
藤
　
道
子

　
加
藤
　
道
子

116116
　　
渋
川
　
浩
子

渋
川
　
浩
子

116116
　
西
山
　
宜
友

　
西
山
　
宜
友

117117
　
渡
辺
智
保
子

　
渡
辺
智
保
子

118118
　
浅
野
　
佑
一

　
浅
野
　
佑
一

118118
　
伊
藤
　
三
佳

　
伊
藤
　
三
佳

118118
　
川
島
　
一
晃

　
川
島
　
一
晃

120120
　
川
島
　
一
剛

　
川
島
　
一
剛

120120
　
川
名
　
健
太

　
川
名
　
健
太

120120
　
山
東
　
正
昭

　
山
東
　
正
昭

120120
　
間
宮
　
康
仁

　
間
宮
　
康
仁

121121
　
竹
内
　
陽
輔

　
竹
内
　
陽
輔

123123
　
田
中
　
宏
幸

　
田
中
　
宏
幸

130130
　
山
﨑
あ
す
か

　
山
﨑
あ
す
か

131131
　
鈴
木
　
一
弥

　
鈴
木
　
一
弥

131131
　
西
川
日
和
子

　
西
川
日
和
子

二
万
円

推
　
大
友
　
律
子

推
　
大
友
　
律
子

推
　
柴
田
　
正
子

推
　
柴
田
　
正
子

推
　
田
村
　
　
弘

推
　
田
村
　
　
弘

6868
　
植
木
　
良
一

　
植
木
　
良
一

6969
　
菅
原
み
ど
り

　
菅
原
み
ど
り

7373
　
大
脇
　
順
子

　
大
脇
　
順
子

7373
　
小
見
　
　
勇

　
小
見
　
　
勇

7373
　
永
田
　
正
志

　
永
田
　
正
志

7474
　　
北
村
　
　
透

北
村
　
　
透

7575
　
新
井
　
尚
史

　
新
井
　
尚
史

7575
　
巫
部
倭
文
彦

　
巫
部
倭
文
彦

7575
　
三
好
　
祀
彦

　
三
好
　
祀
彦

7676
　
三
橋
　
広
延

　
三
橋
　
広
延

7777
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

7878
　　
佐
々
木
美
代
子

佐
々
木
美
代
子

7878
　
須
藤
　
嘉
也

　
須
藤
　
嘉
也

7878
　
山
崎
　
勝
義

　
山
崎
　
勝
義

7979
　
坂
本
　
幸
男

　
坂
本
　
幸
男

8080
　　
加
藤
　
道
雄

加
藤
　
道
雄

8080
　
加
藤
　
元
茂

　
加
藤
　
元
茂

8080
　
神
　
日
出
男

　
神
　
日
出
男

8080
　
吉
村
　
博
勝

　
吉
村
　
博
勝

8181
　
佐
藤
　
和
秀

　
佐
藤
　
和
秀

8181
　
長
谷
川
京
子

　
長
谷
川
京
子

8181
　
三
吉
　
一
男

　
三
吉
　
一
男

8181
　
和
田
　
勝
美

　
和
田
　
勝
美

8282
　
児
玉
　
式
子

　
児
玉
　
式
子

8282
　
杉
浦
　
高
敏

　
杉
浦
　
高
敏

8282
　　
中
桐
　
文
彦

中
桐
　
文
彦

〈
十
年
会
費
〉

九
万
円

推
　
横
山
　
　
實

推
　
横
山
　
　
實

二
万
円

8181
　
坂
本
眞
佐
人

　
坂
本
眞
佐
人

8585
　
杉
本
　
明
久

　
杉
本
　
明
久

9292
　
小
林
　
俊
之

　
小
林
　
俊
之

一
万
円

　
　
秋
田
県
支
部

　
　
秋
田
県
支
部

推
　
小
林
　
英
夫

推
　
小
林
　
英
夫

6363
　
北
嶋
　
義
三

　
北
嶋
　
義
三

6464
　
田
中
　
美
代

　
田
中
　
美
代

6666
　
水
岡
と
し
子

　
水
岡
と
し
子

6767
　
塚
田
　
完
次

　
塚
田
　
完
次

7171
　
廣
井
　
武
司

　
廣
井
　
武
司

7373
　
小
見
　
　
勇

　
小
見
　
　
勇

7474
　
所
　
　
　
環

　
所
　
　
　
環

7575
　
渡
邊
　
哲
男

　
渡
邊
　
哲
男

7676
　
磯
部
　
将
英

　
磯
部
　
将
英

7777
　
小
島
　
誠
人

　
小
島
　
誠
人

7777
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

7878
　
宗
岡
由
利
子

　
宗
岡
由
利
子

7979
　
須
田
　
憲
一

　
須
田
　
憲
一

7979
　
森
口
　
久
江

　
森
口
　
久
江

8080
　
各
務
　
　
諭

　
各
務
　
　
諭

8181
　
中
出
　
文
夫

　
中
出
　
文
夫

8282
　
首
藤
　
和
好

　
首
藤
　
和
好

8282
　
高
津
　
利
貞

　
高
津
　
利
貞

8282
　
田
渕
　
善
三

　
田
渕
　
善
三

8282
　
谷
口
　
　
修

　
谷
口
　
　
修

8383
　
石
川
　
正
人

　
石
川
　
正
人

8383
　
米
原
　
尊
仁

　
米
原
　
尊
仁

8585
　
佐
々
木
恵
子

　
佐
々
木
恵
子

8787
　
吉
本
　
　
充

　
吉
本
　
　
充

8888
　
川
島
　
昭
光

　
川
島
　
昭
光

9090
　
井
上
　
容
枝

　
井
上
　
容
枝

9090
　
金
剛
丸
静
子

　
金
剛
丸
静
子

9090
　
田
林
　
久
嗣

　
田
林
　
久
嗣

9292
　
山
崎
　
秀
樹

　
山
崎
　
秀
樹

9292
　
山
下
　
善
久

　
山
下
　
善
久

9393
　
上
野
　
　
仁

　
上
野
　
　
仁

9393
　
福
室
　
義
昭

　
福
室
　
義
昭

9999
　
鈴
木
　
康
寛

　
鈴
木
　
康
寛

100100
　
小
林
平
八
郎

　
小
林
平
八
郎

102102
　
種
田
　
克
英

　
種
田
　
克
英

104104
　
橋
本
慎
一
郎

　
橋
本
慎
一
郎

113113
　
瀨
戸
川
睦
人

　
瀨
戸
川
睦
人

115115
　
脇
阪
　
　
央

　
脇
阪
　
　
央

117117
　
脇
阪
　
一
代

　
脇
阪
　
一
代

131131
　
春
田
　
　
楓

　
春
田
　
　
楓

七
千
円

7373
　
井
草
　
文
恵

　
井
草
　
文
恵

8080
　
石
川
　
　
明

　
石
川
　
　
明

五
千
円

6363
　
渡
辺
　
和
勇

　
渡
辺
　
和
勇

6565
　
横
田
　
　
睦

　
横
田
　
　
睦

7070
　
池
田
　
俊
雄

　
池
田
　
俊
雄

7070
　
池
田
　
紀
子

　
池
田
　
紀
子

7474
　
有
賀
　
伸
興

　
有
賀
　
伸
興

7474
　
宇
佐
美
　
通

　
宇
佐
美
　
通

7474
　
棚
橋
　
鎌
次

　
棚
橋
　
鎌
次

7575
　　
栗
原
　
　
彰

栗
原
　
　
彰

7676
　
内
田
　
　
寛

　
内
田
　
　
寛

7878
　
門
脇
　
道
夫

　
門
脇
　
道
夫

7878
　
刑
部
　
孝
一

　
刑
部
　
孝
一

7878
　
高
苗
　
政
義

　
高
苗
　
政
義

7979
　
橘
　
　
昭
男

　
橘
　
　
昭
男

8080
　
影
山
　
幹
男

　
影
山
　
幹
男

8080
　
工
藤
　
敏
夫

　
工
藤
　
敏
夫

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

お
詫
び
と
訂
正

　
院
友
会
報
第
三
八
六
号（
新

　
院
友
会
報
第
三
八
六
号（
新

院
友
歓
迎
号
）に
誤
り
が
ご
ざ

院
友
歓
迎
号
）に
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。正
し
く
は
左
記
の

い
ま
し
た
。正
し
く
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　

■
三
面
会
費
等
納
入
者
芳
名

■
三
面
会
費
等
納
入
者
芳
名

　　  

年
度
会
費
　
静
岡
県
東
部
支

年
度
会
費
　
静
岡
県
東
部
支

部
経
由
の
欄

部
経
由
の
欄

　
　（
正
）

　
　（
正
）8282
　
大
貫
　
克
己

　
大
貫
　
克
己

　
　（
誤
）

　
　（
誤
）8484
　
川
口
　
孝
博

　
川
口
　
孝
博

　
本
部
直
納
の
欄

　
本
部
直
納
の
欄

　
　
　
　  

101101
　
池
田
　
隆
正
さ
ん
の

　
池
田
　
隆
正
さ
ん
の

お
名
前
が
抜
け
て
お
り
ま

お
名
前
が
抜
け
て
お
り
ま

し
た
し
た

　
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
か

　
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す

け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す

る
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
頂

る
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

き
ま
す
。

8080
　
神
保
　
和
憲

　
神
保
　
和
憲

8181
　
天
野
　
幸
子

　
天
野
　
幸
子

8181
　　
加
藤
　
　
繁

加
藤
　
　
繁

8282
　
宇
都
木
丈
夫

　
宇
都
木
丈
夫

8383
　
金
光
　
精
一

　
金
光
　
精
一

8383
　
沢
畑
明
比
古

　
沢
畑
明
比
古

8585
　
阪
野
　
貞
行

　
阪
野
　
貞
行

8787
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

8787
　
小
泉
　
勝
俊

　
小
泉
　
勝
俊

8888
　
千
葉
　
健
司

　
千
葉
　
健
司

8888
　
花
光
　
　
亮

　
花
光
　
　
亮

8888
　
宮
脇
　
宣
夫

　
宮
脇
　
宣
夫

8888
　　
本
木
　
義
人

本
木
　
義
人

8989
　
藤
田
　
一
隆

　
藤
田
　
一
隆

9191
　
加
藤
奈
保
樹

　
加
藤
奈
保
樹

9191
　
中
山
　
昌
彦

　
中
山
　
昌
彦

9292
　
谷
　
　
浩
行

　
谷
　
　
浩
行

9393
　
牛
久
保
　
聡

　
牛
久
保
　
聡

9393
　
岡
花
　
弘
幸

　
岡
花
　
弘
幸

9393
　
谷
口
　
一
也

　
谷
口
　
一
也

9494
　
徳
田
　
達
治

　
徳
田
　
達
治

9494
　
土
生
　
直
子

　
土
生
　
直
子

100100
　　
松
本
　
　
淳

松
本
　
　
淳

102102
　
矢
島
　
　
司

　
矢
島
　
　
司

103103
　
湯
田
　
崇
弘

　
湯
田
　
崇
弘

104104
　
和
智
　
恵
一

　
和
智
　
恵
一

107107
　
田
村
　
　
博

　
田
村
　
　
博

115115
　
坂
上
　
眞
弥

　
坂
上
　
眞
弥

120120
　
西
尾
　
尚
己

　
西
尾
　
尚
己

125125
　
井
上
　
伸
大

　
井
上
　
伸
大

128128
　
赤
城
　
晋
作

　
赤
城
　
晋
作

129129
　
宮
野
　
健
音

　
宮
野
　
健
音

三
千
円

6666
　
松
井
　
啓
晏

　
松
井
　
啓
晏

7575
　
山
崎
　
政
利

　
山
崎
　
政
利

9797
　
岩
瀬
　
伸
隆

　
岩
瀬
　
伸
隆

二
千
円

6868
　
上
川
　
節
子

　
上
川
　
節
子

7070
　
永
島
　
淑
子

　
永
島
　
淑
子

7474
　
久
本
　
　
剛

　
久
本
　
　
剛

8080
　
渡
辺
　
敏
明

　
渡
辺
　
敏
明

8383
　
池
亀
　
康
子

　
池
亀
　
康
子

千
円

7373
　
庄
司
　
美
佳

　
庄
司
　
美
佳

130130
　
鳥
山
　
　
颯

　
鳥
山
　
　
颯

訃
　
報

外
山
　
勝
志
氏
（
と
や
ま
・

（
と
や
ま
・

か
つ
し
＝
本

か
つ
し
＝
本

会
前
会
長
／

会
前
会
長
／

6464
宗
）
令
和

宗
）
令
和

六
年
六
月
一

六
年
六
月
一

日
逝
去
。（
享
年

日
逝
去
。（
享
年
9191
歳
）
密

歳
）
密

葬
は
近
親
者
に
て
行
わ
れ
、

葬
は
近
親
者
に
て
行
わ
れ
、

七
月
二
十
四
日
に
明
治
神
宮

七
月
二
十
四
日
に
明
治
神
宮

葬
が
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

葬
が
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
マ
リ
子
様
（
ご
令
室
）。

は
マ
リ
子
様
（
ご
令
室
）。

　
外
山
氏
は
本
会
評
議
員
、

　
外
山
氏
は
本
会
評
議
員
、

理
事
を
歴
任
、
平
成
十
二
年

理
事
を
歴
任
、
平
成
十
二
年

三
月
に
会
長
就
任
、
同
二
十

三
月
に
会
長
就
任
、
同
二
十

三
年
六
月
ま
で
務
め
た
。

三
年
六
月
ま
で
務
め
た
。

秦
　
信
行
氏（
は
た
・
の
ぶ
ゆ

（
は
た
・
の
ぶ
ゆ

き
＝
本
会
前
理
事
・
母
校
経

き
＝
本
会
前
理
事
・
母
校
経

済
学
部
名
誉
教
授
／
正
会

済
学
部
名
誉
教
授
／
正
会

員
）令
和
六
年
七
月
二
日

員
）令
和
六
年
七
月
二
日
逝逝

去
。喪
主
は
健
太
様（
ご
子
息
）

去
。喪
主
は
健
太
様（
ご
子
息
）

宜
保
　
栄
治
郎
氏
（
ぎ
ぼ
・

（
ぎ
ぼ
・

え
い
じ
ろ
う
＝
本
会
元
評
議

え
い
じ
ろ
う
＝
本
会
元
評
議

員
・
元
沖
縄
県
支
部
長
／

員
・
元
沖
縄
県
支
部
長
／
7070

文
）
令
和
五
年
八
月
四
日
逝

文
）
令
和
五
年
八
月
四
日
逝

去
。
喪
主
は
小
川
い
づ
み
様

去
。
喪
主
は
小
川
い
づ
み
様

（
ご
息
女
）

（
ご
息
女
）

八
重
畑
　
信
吉
氏
（
や
え
は

（
や
え
は

た
・
し
ん
き
ち
＝
本
会
元
評

た
・
し
ん
き
ち
＝
本
会
元
評

議
員
・
元
青
森
県
支
部
長
／

議
員
・
元
青
森
県
支
部
長
／

6565
史
）
令
和
六
年
一
月
二
十

史
）
令
和
六
年
一
月
二
十

七
日
逝
去
。
喪
主
は
説
夫
様

七
日
逝
去
。
喪
主
は
説
夫
様

（
ご
子
息
）

（
ご
子
息
）

平
尾
　
信
麿
氏
（
ひ
ら
お
・

（
ひ
ら
お
・

の
ぶ
ま
ろ
＝
本
会
元
評
議
員

の
ぶ
ま
ろ
＝
本
会
元
評
議
員

／／
6262
宗
）
令
和
六
年
六
月
十

宗
）
令
和
六
年
六
月
十

九
日
逝
去
。
喪
主
は
智
胤
様

九
日
逝
去
。
喪
主
は
智
胤
様

（
ご
子
息
）

（
ご
子
息
）

西
川
　
祀
夫
氏
（
に
し
か
わ

（
に
し
か
わ

・
の
り
お
＝
本
会
元
佐
賀
県

・
の
り
お
＝
本
会
元
佐
賀
県

支
部
長
／

支
部
長
／
7272
文
）
令
和
六
年

文
）
令
和
六
年

四
月
二
十
九
日
逝
去
。
喪
主

四
月
二
十
九
日
逝
去
。
喪
主

は
千
里
様
（
ご
令
室
）

は
千
里
様
（
ご
令
室
）

宮
崎
　
莊
平
氏
（
み
や
ざ
き

（
み
や
ざ
き

・
そ
う
へ
い
＝
母
校
元
文
学

・
そ
う
へ
い
＝
母
校
元
文
学

部
教
授
／

部
教
授
／
6565
文
２
）
令
和
六

文
２
）
令
和
六

年
三
月
二
十
六
日
逝
去
。
喪

年
三
月
二
十
六
日
逝
去
。
喪

主
は
信
子
様

主
は
信
子
様

久
保
　
匡
氏
（
く
ぼ
・
た
だ

（
く
ぼ
・
た
だ

し
＝
母
校
元
職
員
／

し
＝
母
校
元
職
員
／
7575
法
）
法
）

令
和
六
年
三
月
六
日
逝
去
。

令
和
六
年
三
月
六
日
逝
去
。

喪
主
は
奈
智
子
様（
ご
令
室
）

喪
主
は
奈
智
子
様（
ご
令
室
）

北
嶋
　
義
三
氏
（
き
た
じ
ま

（
き
た
じ
ま

・
よ
し
ぞ
う
＝
母
校
元
職
員

・
よ
し
ぞ
う
＝
母
校
元
職
員

／／
6363
文
２
）
令
和
六
年
六
月

文
２
）
令
和
六
年
六
月

二
十
八
日
逝
去
。
喪
主
は
詳

二
十
八
日
逝
去
。
喪
主
は
詳

子
様
（
ご
息
女
）

子
様
（
ご
息
女
）

院友経済会・経済学部共催

現代企業経営の最前線
～縦糸、横糸経営～

　院友経済会では、10月13日（日）に開催さ
れる母校ホームカミングデー内で講演会を開
催します。講師には、98期経済卒で㈱環境
管理センター代表取締役社長の水落憲吾氏を
お招きしてご講演いただきます。院友の皆さ
まであればどなたでもご参加
いただけます。お気軽にお申
込みください。当日は、院友
経済会総会＋ジェネレーショ
ン交流会も同日開催します。
詳細は院友経済会のホームペ
ージからご確認ください。 水落憲吾氏

オンライン公開講座のご案内
　國學院大學エクステンションセンターでは、オンデマンド
（録画）配信による「オンライン公開講座」を実施しています。
　９月以降にお申込み可能な講座は、７月に実施した「公開古
典講座（萬葉集・源氏物語）」、オリンピックの理念・歴史や
アスリートの価値の変化について探る「稽古照今のオリンピッ
ク」、渋谷駅とその隣接エリアの形成について学ぶ「渋谷学２
　渋谷をめぐるー渋谷とその隣接エリアから考える」の３講座
です。その他、経済学や宗教学等様々な講座を企画中です。
　詳細は國學院大學公開講座専用ページ（ＱＲコード）をご確
認ください。
　皆様のお申込みを心よりお待ちしております。

國學院大學エクステンションセンター
ＴＥＬ：03-5466-0270
E-mail：jigyou@kokugakuin.ac.jp

問い合わせ先

https://kokugakuin.sa-advance.com/lectures
「國學院大學公開講座専用ページ」

オンライン公開講座専用ページURL

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
ご
生
前
の
本
会
へ
の
ご
尽

上
げ
、
ご
生
前
の
本
会
へ
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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あ
り
が
と
う

�
ご
ざ
い
ま
し
た



宮　司　中麿　輝美

鷹司　尚武

〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-1-2
電　話　03-3379-8011

https://komonsan.jp

久邇　朝尊
齊藤　郁雄

庁　長　芦原　髙穂
副庁長　永井　承邦
副庁長　藤山　敬廣

桑原　一夫庁　長　坂本　広行

４丁目３番１号

庁　長　北山　秀彦
副庁長　石田　泰紀
副庁長　八劔　　隆

高麗　文康 宮野　直生

小澤　修二永井　康之
庁　長　平尾　旨明
副庁長　九里　　寿
副庁長　藤井　秀嗣

〒930-0088　富山市諏訪川原1-10-21
電　話　076-432-7390
ＦＡＸ　076-442-7999

電　話　058-273-3525
FAX　　058-273-9927

〒500-8384　岐阜市薮田南3-8-24
庁　長　可知　重彦

北村　嘉章
河﨑　正幸
金津　泰康

小佐野正史滝　　和人
長野市箱清水1-3-28

河村　基夫

垣垣田田　　宗宗彦彦
善善見見　　壽壽男男

垣田　宗彦
三木　通嗣
久野木啓太篠田　範雅

庁　長　藤山知之進
副庁長　太田　浩司
副庁長　物部　明德

德久　俊彥久田松 和則庁　長福川　義文

https://shinkotonijinja.or.jp

宮　司　西川　充彦名誉宮司　吉田　源彦
宮　　司　間島誉史秀

宮　司　鱒沢　知美

〒985-8510　宮城県塩竈市一森山1番1号
電　話　022-367-1611

宮城縣護國神社
宮宮　　司司　　田田中中　　直彦直彦

〒980-0862　仙台市青葉区青葉城址天守台
電　話　022-223-7255
ＦＡＸ　022-223-7269

宮　司　面山　浩康
宮　　司
名誉宮司宮　司

宮　司　塙　　東男
権宮司　塙　敬比古

笠間稲荷神社

館　長　塙　　東男
笠間稲荷美術館

電　話　0296-73-0001  （代）
〒309-1611　笠間市笠間1

ＦＡＸ　0296-73-0002

名誉宮司　上野　貞文
宮　　司　東　俊二郎

酒列磯前神社

電　話　029-265-8220

〒311-1202　茨城県ひたちなか市
磯崎町 4607-2

宮　司　海後　宗郷

さか　　つら　　　いそ　　 さき

庁　長 阿部　　憓
副庁長 中麿　輝美
副庁長 稲　　　寿

栃木県神社庁

〒320-0015　宇都宮市八幡台14-24
電　話　028-625-2011
Ｆ Ａ Ｘ　028-624-3217

宮　司　村田　守広
〒989-2443　宮城県岩沼市稲荷町1番1号

電　話　0223-22-2101
ＦＡＸ　0223-22-3879
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宮　司　薗田　　建
〒368-0041　秩父市番場町1-3
電　話　0494-22-0262
ＦＡＸ　0494-24-5596

宮 司 宮 崎 昌 文
猿　　　盛
猿　　　惇

https://www.ohmiya-hachimangu.or.jp

名誉宮司
宮　　司　清水　　祥彦
名誉宮司　大鳥居　信史
宮　　司　清水　　祥彦

宮 司　丸山  聡一

宮　司　津戸　弘樹

蒼　柴　神　社

宮　司　永井　康之
新潟県長岡市悠久山

慶直

髙瀬神社越中一宮

〒932-0252　富山県南砺市高瀬291
電　話　0763-82-0932
https://www.takase.or.jp

宮　司　藤井　秀嗣

宮　司　宮谷　充紳宮　司　古屋　真弘

あ さ ま
葡萄酒の守護神

甲斐國
一　宮

〒405-0056　山梨県笛吹市一宮町一ノ宮1684

ＦＡＸ　0553-47-3963
電　話　0553-47-0900

httpｓ://asamajinja.jp

淺 間 神 社

https://www.mitsuminejinja.or.jp

土師 幸士 宮　司　香取　　武

https://tamasaki.org

安房國一之宮

宮　司　𠮷田　茂穗
権宮司　高橋　永治
〒248-8588　鎌倉市雪ノ下2-1-31

電　話　0467-22-0315
URL    https://www.hachimangu.or.jp

宮　司　小澤　修二

江馬潤一郎
九條　道成

木下　龍輝

名誉宮司
宮　　司

靖　國　神　社
宮　司　大塚　海夫
権宮司　村田　信昌

桑原　宏明

白山本宮　加賀一ノ宮白山本宮　加賀一ノ宮

電　話　0250-24-0008
FAX　　0250-24-0088

〒956-0864　新潟市秋葉区新津本町
３丁目14番６号

https://niitsu-horiide.com/

宮 　司　轡 田 勝 嵩
堀出神社新津総鎮護

伊 奈 波 神 社

〒500-8043　岐阜市伊奈波通1-1
電　話　058-262-5151

https://www.inabasan.com

宮　司　可知　重彦

座　間　神　社
宮　司　山本　俊昭
〒252-0027　座間市座間1-3437

権宮司　河村　忠伸
宮 　司　河村 基夫

URL https://www.gifu-gokoku.com

姫岡　恭彦
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学校法人　沼田学園
筑波保育医療専門学校
筑波医療福祉専門学校

理事長 佐藤　直人
園　長 佐藤　豊昭

〒252-0321
相模原市南区相模台2-9-4
電　話　042-744-1539
ＦＡＸ　042-744-1550

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

本部　雅裕

宮 﨑 神 宮

宮　司　櫻井　紀彦

名誉宮司　中村　　陽
宮　　司　舟橋　雅美

廣　田　神　社
宮　司　西井　　璋

〒662-0867　西宮市大社町７番７号
電　話　0798-74-3489
Ｆ Ａ Ｘ　0798-74-3725

権宮司　西原　秀樹

https://www.isonokami.jp

宮　司　道上　昌幸

千千家家隆隆比古比古権 宮 司権 宮 司

千千家家　　国麿国麿権 宮 司権 宮 司
権 宮 司権 宮 司 千千家家和比古和比古

千千家家　　尊尊祐祐宮宮　　　　司司
出雲國造出雲國造

〒690-1501　島根県松江市美保関町美保関
電　話　0852-73-0506

宮　司　佐野　安正宮　司　鍋島　朝寿

大和国一之宮

名誉宮司　鈴木　寛治
宮　　司　井上　卓朗

大和国一之宮

https://www.kasugataisha.or.jp

宮 　司　金子 清作

世界遺産登録20周年

〒831-0016　福岡県大川市酒見726-1

宮 　司　阿部 憲之介
高 良 大 社
〒839-0851　久留米市御井町1
電　話　0942-43-4893

信宏

092-921-1010

宮　司　加藤　芳哉
禰　宜　加藤　大志

服 部 天 神 宮

名誉宮司　寺井　種伯
宮　　司　寺井　種治

名誉宮司　岩下　忠佳
宮　　司　岩下　通弘
熊本市中央区井川淵町3-1

宮宮　　司司　　小野小野　　崇之崇之
権権宮宮司司　　大大久久保博範保博範

今 山 八 幡 宮
宮 　司　伊藤 俊郁

https://www.kasuganomori.jp

名誉宮司　田中安比呂
宮　　司　髙井　俊光内海　明紀

〒606-0807　京都市左京区下鴨泉川町59
電　話　075-781-0010
ＦＡＸ　075-781-4722

吉村　政德
〒850-0006　長崎市上西山町18-15

電　話　095-824-0445
HP・https://www.osuwasan.jp

【
連
絡
先
】支
部
事
務
局
　
白
鳥
俊
明

支
部
事
務
局
　
白
鳥
俊
明

〇
二
六
五
‐
八
一
‐
六
八
八
一

〇
二
六
五
‐
八
一
‐
六
八
八
一
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〒168-0082　東京都杉並区久我山1-9-1
電　話　03-3334-1151（代表）
httpｓ://www.kugayamakai.com

今秋出雲駅伝・全日本大学駅伝出場！　ご声援をお願いします。大学三大駅伝連続出場！　ご声援をお願いします。

（甲斐國一宮淺間神社宮司）

國學院大學駅伝神職支援会

事務局　山梨県笛吹市一宮町一ノ宮1661-1

古屋　真弘（88期）会長

理 事理 事 長長 柴﨑　和夫柴﨑　和夫
國學院大學生活協同組合國學院大學生活協同組合

理  事  長 根岸　毅宏

URL  https://www.kgucoop.or.jp
〒150-8440　東京都渋谷区東4-10-28

國學院大學祭式教室内

副会長  石川 正人（83期）副会長  垣田 宗彦（88期）
副会長  永田 忠以（74期）副会長  尾崎 忠麿（68期）

〒107-8507　港区元赤坂 2-2-23
電　話　03-3403-1171（大代表）

Meiji Kinenkan

統括責任者　曽川　博之
〒605-0001　京都市東山区二町目52-103

電　話　075-762-0218
ＦＡＸ　078-203-2492

管　長　菊池　重敏（85期）
総　監　長元　祥泰（96期）

増田   久美子
森　　伸一

藏重　命弘國學院大學総務部校友課内
電　話　03-5466-0131
ＦＡＸ　03-5466-0185

会　長 郡司掛　司

（67文・本会参与）

〒112-0044　足立区千住緑町2-10-19

船田　君子

（82期文　田辺三千代）

鶴岡八幡宮宮司
一般財団法人國學院大學院友会会長

株式会社  産経新聞制作
代表取締役社長　山根　俊明代表取締役社長　山根　俊明
〒〒110000--8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760

中川  岳士
（127神専攻）

電　話　03-3841-7877
ＦＡＸ　03-3841-7120

〒111-0032　東京都台東区浅草2-2-12

　剣友会

会　長
監　督

残暑お見舞い申し上げます

剣友会 会　長 　（90期）林田　光弘
　（ 93 期）剣友会 幹事長 本多　久長
　（ 96 期）剣道部 監　督 菊地　道隆

httpｓ://kokugakuinkendou1892.com

石井　岩光（98 期） 石井　敬子（100期）
江川　慎一（98 期）石井　岩城（110期）

〒105-0014　東京都港区芝3-18-2

F AX　03-3457-0303
電　話　03-3451-4920

　
叙
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。
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叙
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双
光
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■
結
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本
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会
長
名
の
祝
電
を

贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
末
永
く
お
幸
せ
に
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※
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叙
勲
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い
て
本
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を
お
寄
せ
下
さ
い
。

お
め
で
と
う

ご
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す

残暑お見舞い申し上げます
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今
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開
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し
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を
ご
案
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。
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ご
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加
く

開
催
が
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し
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ま
す
企
画
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。
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だ
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い
。
ま
た
、
今
後
、
複
数
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で
一
般
公
開
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演
会
等
の
計
画
が
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だ
さ
い
。
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た
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今
後
、
複
数
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で
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公
開
講
演
会
等
の
計
画
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。  

（
一
般
公
開
講
演
会
・
入
場
無
料
）

（
一
般
公
開
講
演
会
・
入
場
無
料
）

【
開
催
日
】八
月
三
十
一
日
（
土
）
十

八
月
三
十
一
日
（
土
）
十

四
時
〜
十
六
時

四
時
〜
十
六
時

【
会
場
】大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

【
講
師
】竹
内
正
彦
氏
（
國
學
院
大
學

竹
内
正
彦
氏
（
國
學
院
大
學

文
学
部
教
授
／

文
学
部
教
授
／
9494
文
・
文
・
9696
博
前
文
・

博
前
文
・

9999
博
後
文
）

博
後
文
）

【
連
絡
先
】支
部
事
務
局
　
神
大
和
男

支
部
事
務
局
　
神
大
和
男

（
〇
九
七
七
‐
二
三

（
〇
九
七
七
‐
二
三
‐
一
四
〇
八

‐
一
四
〇
八
・・

八
幡
朝
見
神
社
内
）

八
幡
朝
見
神
社
内
）

※
講
演
会
終
了
後
は
、県
支
部
総
会
を

※
講
演
会
終
了
後
は
、県
支
部
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】支
部
事
務
局
　
白
鳥
俊
明

支
部
事
務
局
　
白
鳥
俊
明

〇
二
六
五
‐
八
一
‐
六
八
八
一

〇
二
六
五
‐
八
一
‐
六
八
八
一

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
・
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す

―
公
益
目
的
事
業
・
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
――

光
る
君
と
光
る
源
氏

光
る
君
と
光
る
源
氏

�

―

�

―������

源
氏
物
語
を
い
か
に
読
む
か

源
氏
物
語
を
い
か
に
読
む
か����

――

��

大
分
県
支
部

大
分
県
支
部

予　告

【
開
催
日
】十
月
二
十
六
日
（
土
）
十

十
月
二
十
六
日
（
土
）
十

三
時
三
十
分
〜

三
時
三
十
分
〜

【
会
場
】諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
参
集
殿

諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
参
集
殿

【
講
師
】北
島
和
孝
氏
（
諏
訪
大
社
宮

北
島
和
孝
氏
（
諏
訪
大
社
宮

司
／
司
／
8989
史
・
史
・
9090
神
専
攻
）

神
専
攻
）

諏
訪
信
仰
に
つ
い
て

諏
訪
信
仰
に
つ
い
て

��

長
野
県
支
部

長
野
県
支
部

予　告

　
令
和
六
年
三
月
二
日
（
土
）、
静

　
令
和
六
年
三
月
二
日
（
土
）、
静

岡
新
聞
ホ
ー
ル
（
浜
松
市
）
に
て
、

岡
新
聞
ホ
ー
ル
（
浜
松
市
）
に
て
、

母
校
陸
上
競
技
部
監
督
の
前
田
康
弘

母
校
陸
上
競
技
部
監
督
の
前
田
康
弘

氏
を
お
迎
え
し
て
、
一
般
公
開
講
演

氏
を
お
迎
え
し
て
、
一
般
公
開
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
近
隣
の

会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
近
隣
の

高
校
陸
上
競
技
部
の
監
督
三
名
に
も

高
校
陸
上
競
技
部
の
監
督
三
名
に
も

ご
登
壇
い
た
だ
き
、
初
の
試
み
と
し

ご
登
壇
い
た
だ
き
、
初
の
試
み
と
し

て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
っ

て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
っ

た
。
一
週
間
前
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
で

た
。
一
週
間
前
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
で

平
林
選
手
が
初
優
勝
し
た
こ
と
も
あ

平
林
選
手
が
初
優
勝
し
た
こ
と
も
あ

り
、
前
田
監
督
の
指
導
方
法
に
、
聴

り
、
前
田
監
督
の
指
導
方
法
に
、
聴

講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
参
加
者
に
は
記
念
品
も
進
呈
さ

ま
た
参
加
者
に
は
記
念
品
も
進
呈
さ

れ
、
院
友
会
の
支
部
活
動
を
広
く
一

れ
、
院
友
会
の
支
部
活
動
を
広
く
一

般
に
知
っ
て
い
た
だ
く
、
大
変
良
い

般
に
知
っ
て
い
た
だ
く
、
大
変
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

機
会
と
な
っ
た
。
支
部
事
務
局
・
記

報　告
指
導
論
や
育
成
論
、現
代
の

指
導
論
や
育
成
論
、現
代
の

こ
ど
も
と
の
接
し
方

こ
ど
も
と
の
接
し
方

��

静
岡
県
西
部
支
部

静
岡
県
西
部
支
部

　國學院大學では、在学生や院友の便宜を図るた
め各種証明書を一部のコンビニエンスストア（国
内のセブン―イレブン･ファミリーマート･ロー
ソンのマルチコピー機設置店舗）で発行できるサ
ービスを行っております。スマートフォンなどの
端末から証明書の発行申請、決済ができ、キャン
パス外から時間の制限なく、いつでも発行が可能
となります。
　全国の院友の皆さまには、地元で速やかに証明
書発行を受けることができます。ぜひご利用くだ
さい。証明書の発行に関することは、國學院大學
HPをご確認ください。〔平成13（2001）年３月
卒業の方からになります〕

コンビニでの証明書発行等について

お問合せ先

國學院大學証明書発行ページ
https://www.kokugakuin.ac.jp/
student/materials
　をご覧ください。

國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いただける
協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗については大学
HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させていただきます。
※詳しくは経理課へお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（カード担当）
TEL：03-5466-0115　MAIL：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞  

國學院カード
「國學院カード」HP

QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」

　『國學院大學学報』は、学生、院友、教職
員の活躍や大学ニュースをお届けする機関紙
（年11回発行/8月休刊）です。定期購読を希
望される院友の皆さまは、随時受け付けてお
りますので、ぜひお申し込みください。
　年間購読料は500円（税込・送料含む）で
す。お申し込みは二次元バーコードから手続
きいただくか、広報課までご連絡ください。

『國學院大學学報』
定期購読のご案内

☆ ☆

▪お問い合わせ先　
國學院大學総合企画部広報課
電話：03-5466-0130
Email：kouho@kokugakuin.ac.jp

開催日程や詳細については、
こちらのホームページで
ご確認ください。

令和６年度

支 部 総 会
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實
島
範
朗

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

實
島
範
朗

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

中
山
年
江

園

長

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

学
校
法
人

学
校
法
人
國
學
院
大
學
栃
木
学
園

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

〒
３
２
８

－８
５
８
８

栃
木
市
平
井
町
六
○
八

電
話　
○
二
八
二

－

二
二

－

五
五
一
一

川
福
基
之

理

事

長

大
塚
　
伸
一

事
務
局
長

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

後
藤
正
人

学

長

川
福
基
之

学

監

寺
﨑
宣
昭

日
本
文
化
学
科
長

山
内
見
和

人
間
教
育
学
科
長

残暑お見舞い申し上げます

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

　
院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

　
院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

術
部
門
　
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

術
部
門
　
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
存
す
る
「
竹
取
物
語
絵

　
現
存
す
る
「
竹
取
物
語
絵

巻
」
は
世
界
に
二
十
数
点
と

巻
」
は
世
界
に
二
十
数
点
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
、

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
、

本
学
図
書
館
で
は
三
点
を
所

本
学
図
書
館
で
は
三
点
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
武
田
祐
吉

蔵
し
て
い
ま
す
。
武
田
祐
吉

先
生
旧
蔵
「
竹
取
物
語
絵

先
生
旧
蔵
「
竹
取
物
語
絵

巻
」
は
二
十
年
以
上
前
か
ら

巻
」
は
二
十
年
以
上
前
か
ら

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
残
り
の
二
点
、「
小

の
度
、
残
り
の
二
点
、「
小

型
本
」と「
ハ
イ
ド
旧
蔵
本
」

型
本
」と「
ハ
イ
ド
旧
蔵
本
」

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

　
ぜ
ひ
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
三
点
を
比
較
し
て
ご

リ
ー
で
三
点
を
比
較
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

覧
く
だ
さ
い
。

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

学
術
部
門

陸
上
競
技
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

卓
球
部

個
々
の
強
い
気
持
ち
で

　
今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ

　
今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
歴
史
を
変
え
る
挑
戦

ン
は
「
歴
史
を
変
え
る
挑
戦

〜〜
EEpp..
33
〜
」
で
す
。
こ
の
チ

〜
」
で
す
。
こ
の
チ

ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
國

ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
國

學
院
史
上
最
強
の
チ
ー
ム
を

學
院
史
上
最
強
の
チ
ー
ム
を

作
る
と
い
う
思
い
を
込
め
て

作
る
と
い
う
思
い
を
込
め
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
コ
ン
セ

い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
他
大
学
と
の
勝
負
も

プ
ト
は
他
大
学
と
の
勝
負
も

意
識
し
、『
出
た
レ
ー
ス
で

意
識
し
、『
出
た
レ
ー
ス
で

勝
ち
切
る
』
と
い
う
気
持
ち

勝
ち
切
る
』
と
い
う
気
持
ち

で
選
手
一
人
一
人
が
レ
ー
ス

で
選
手
一
人
一
人
が
レ
ー
ス

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
五
月
に

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
五
月
に

行
わ
れ
た
関
東
イ
ン
カ
レ
に

行
わ
れ
た
関
東
イ
ン
カ
レ
に

お
い
て
は
、
高
山
豪
起
（
法

お
い
て
は
、
高
山
豪
起
（
法

三
年
）
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

三
年
）
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
勢
い
を
さ
ら
に
加

た
。
こ
の
勢
い
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
充
実
し
た
夏
合
宿
を

速
さ
せ
充
実
し
た
夏
合
宿
を

送
り
、
自
信
を
持
っ
た
状
態

送
り
、
自
信
を
持
っ
た
状
態

で
三
大
駅
伝
に
臨
ん
で
い
き

で
三
大
駅
伝
に
臨
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

　
監
督　
前
田　
康
弘
・
記

勝
ち
取
っ
た
勝
利
を
バ
ネ
に

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
声
援
と
ご
支

り
多
大
な
る
ご
声
援
と
ご
支

援
を
た
ま
わ
り
、
厚
く
御
礼

援
を
た
ま
わ
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

　
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

関
東
リ
ー
グ
一
部
リ
ー
グ
に

関
東
リ
ー
グ
一
部
リ
ー
グ
に

所
属
し
、
日
々
優
勝
目
指
し

所
属
し
、
日
々
優
勝
目
指
し

て
努
力
し
て
い
ま
す
。
去
る

て
努
力
し
て
い
ま
す
。
去
る

五
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
関
東

五
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
関
東

学
生
選
手
権
の
シ
ン
グ
ル
ス

学
生
選
手
権
の
シ
ン
グ
ル
ス

で
女
子
の
濱
島
選
手
が
準
優

で
女
子
の
濱
島
選
手
が
準
優

勝
し
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
女
子

勝
し
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
女
子

の
庄
司
・
高
嶺
ペ
ア
が
優
勝

の
庄
司
・
高
嶺
ペ
ア
が
優
勝

を
果
た
し
、
男
子
の
飯
田
・

を
果
た
し
、
男
子
の
飯
田
・

黒
須
ペ
ア
も
三
位
に
入
賞
し

黒
須
ペ
ア
も
三
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
六
月
初
旬
に
滋
賀
県
長
浜

　
六
月
初
旬
に
滋
賀
県
長
浜

市
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
四

市
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
四

回
全
日
本
大
学
王
座
決
定
戦

回
全
日
本
大
学
王
座
決
定
戦

に
は
女
子
部
が
関
東
地
区
代

に
は
女
子
部
が
関
東
地
区
代

表
と
し
て
出
場
し
、
大
接
戦

表
と
し
て
出
場
し
、
大
接
戦

の
末
二
連
覇
を
果
た
し
ま
し

の
末
二
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
イ
ン
カ
レ
に
向
け
更
な

た
。
イ
ン
カ
レ
に
向
け
更
な

る
精
進
を
し
て
参
り
た
い
と

る
精
進
を
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

女
子
部
監
督　
新
本　
弘
司

�

（
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一
部
復
帰
、全
国
大
会
入
賞
‼️

　
平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
様

　
平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
様

に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す

声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

ま
す
。

　
卓
球
部
は
こ
の
四
月
よ
り

　
卓
球
部
は
こ
の
四
月
よ
り

部
長
に
文
学
部
青
木
洋
司
准

部
長
に
文
学
部
青
木
洋
司
准

教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。
春

教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。
春

季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

で
は
、
女
子
が
平
成
三
十
年

で
は
、
女
子
が
平
成
三
十
年

以
来
の
全
勝
優
勝
で
一
部
復

以
来
の
全
勝
優
勝
で
一
部
復

帰
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
勢

帰
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
勢

い
で
直
近
の
全
日
本
大
学
総

い
で
直
近
の
全
日
本
大
学
総

合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体

合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体

の
部
）
で
は
女
子
が
三
年
ぶ

の
部
）
で
は
女
子
が
三
年
ぶ

り
に
第
七
位
入
賞
を
果
た
し

り
に
第
七
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
変
わ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を
た
ま

ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

し
あ
げ
ま
す
。

女
子
監
督　
町
田　
幸
希

�
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柔
道
部

先
輩
方
の
背
中

　
日
頃
よ
り
柔
道
部
に
ご
支

　
日
頃
よ
り
柔
道
部
に
ご
支

援
、
ご
声
援
を
た
ま
わ
り
、

援
、
ご
声
援
を
た
ま
わ
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
に
入
り
Ｏ
Ｂ
、

す
。
今
年
度
に
入
り
Ｏ
Ｂ
、

学
生
が
国
際
大
会
に
お
い
て

学
生
が
国
際
大
会
に
お
い
て

好
成
績
を
修
め
て
く
れ
ま
し

好
成
績
を
修
め
て
く
れ
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
の
武
岡
毅
コ
ー
チ

た
。
Ｏ
Ｂ
の
武
岡
毅
コ
ー
チ

（（
130130
日
文
）
が
「
二
◯
二
四

日
文
）
が
「
二
◯
二
四

世
界
選
手
権
大
会
」
で
銀
メ

世
界
選
手
権
大
会
」
で
銀
メ

ダ
ル
。
三
好
優
希
（

ダ
ル
。
三
好
優
希
（
法法
一一

年
）
は
、
初
の
国
際
大
会

年
）
は
、
初
の
国
際
大
会

（
ス
ペ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
）
に

（
ス
ペ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
）
に

お
い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

お
い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
武
岡
コ
ー
チ
の
日

ま
し
た
。
武
岡
コ
ー
チ
の
日

々
の
努
力
は
、
想
像
を
遥
か

々
の
努
力
は
、
想
像
を
遥
か

に
越
え
て
い
て
学
生
に
背
中

に
越
え
て
い
て
学
生
に
背
中

で
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

で
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

連
日
の
稽
古
は
、
猛
暑
も
あ

連
日
の
稽
古
は
、
猛
暑
も
あ

り
厳
し
さ
の
連
続
で
は
あ
り

り
厳
し
さ
の
連
続
で
は
あ
り

ま
す
が
、
柔
道
部
は
こ
れ
か

ま
す
が
、
柔
道
部
は
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
日
々
稽
古
に
精
進
し
て
参

ず
日
々
稽
古
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ

り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
監
督　
坂
本　
大
記
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第36回出雲全日本大学選抜駅伝競走 第56回全日本大学駅伝対校選手権大会大会名
令和６年10月14日（月） 令和６年11月３日（日）日　程

①第100回箱根駅伝上位10チーム
�　�國學院大・青山学院大・駒澤大・城
西大・東洋大・法政大・早稲田大・
創価大・帝京大・大東文化大
②全国各地区学連が選抜する10チーム
③アイビーリーグ選抜１チーム
� （合計21チーム）

シード権枠（前回上位８校）
國學院大・駒澤大・青山学院大・中央
大・城西大・創価大・大東文化大・東
京国際大
地区予選会枠17校／選抜２チーム�
� （合計27チーム）

出場校

６区間　45.1km ８区間　106.8kmコース

13時05分 ８時10分スタート
時間（予定）

フジテレビ系列（13：00～予定） テレビ朝日系列（７：45～予定）放送に
ついて

出雲駅伝（５年連続７回目）・全日本大学駅伝（10年連続12回目）
応援よろしくお願いいたします！！

～全国から声援を送ろう！～
　駅伝の応援は、主催者、国および自治体から出される要請等に従ってください。ま　駅伝の応援は、主催者、国および自治体から出される要請等に従ってください。ま
た主催者から公表されるガイドライン、通達、要請等をホームページ等で必ずご確認た主催者から公表されるガイドライン、通達、要請等をホームページ等で必ずご確認
ください。ください。

お願い

三
好
君
が
ス
ペ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア

三
好
君
が
ス
ペ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア

で
金
メ
ダ
ル（
左
か
ら
二
人
目
）

で
金
メ
ダ
ル（
左
か
ら
二
人
目
）

関
東
イ
ン
カ
レ
ハ
ー
フ
マ
ラ

関
東
イ
ン
カ
レ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
三
位
の
高
山
君
（
右
）

ソ
ン
三
位
の
高
山
君
（
右
）

ス
ポ
ー
ツ
部
門

硬
式
野
球
部

気
持
ち
を
引
き
締
め
て

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
学
術
・

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
を
は
じ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
を
は
じ

め
、
日
頃
よ
り
物
心
両
面
で

め
、
日
頃
よ
り
物
心
両
面
で

の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
さ

の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
さ

い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　
春
の
シ
ー
ズ
ン
は
一
敗
し

　
春
の
シ
ー
ズ
ン
は
一
敗
し

た
ら
最
下
位
と
い
う
土
壇
場

た
ら
最
下
位
と
い
う
土
壇
場

か
ら
三
連
勝
し
、
最
下
位
を

か
ら
三
連
勝
し
、
最
下
位
を

回
避
い
た
し
ま
し
た
。
開
幕

回
避
い
た
し
ま
し
た
。
開
幕

か
ら
紙
一
重
の
戦
い
を
モ
ノ

か
ら
紙
一
重
の
戦
い
を
モ
ノ

に
す
る
事
が
出
来
ず
、
な
か

に
す
る
事
が
出
来
ず
、
な
か

な
か
歯
車
が
噛
み
合
わ
な
い

な
か
歯
車
が
噛
み
合
わ
な
い

戦
い
が
続
き
ま
し
た
。
と
こ

戦
い
が
続
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
流
れ
を
変
え
て
く
れ

ろ
が
、
流
れ
を
変
え
て
く
れ

た
の
は
そ
こ
ま
で
試
合
出
場

た
の
は
そ
こ
ま
で
試
合
出
場

機
会
が
な
か
っ
た
四
年
生
の

機
会
が
な
か
っ
た
四
年
生
の

控
え
選
手
達
で
し
た
。
腐
ら

控
え
選
手
達
で
し
た
。
腐
ら

ず
に
準
備
し
て
く
れ
て
い
た

ず
に
準
備
し
て
く
れ
て
い
た

彼
ら
の
活
躍
が
、
チ
ー
ム
の

彼
ら
の
活
躍
が
、
チ
ー
ム
の

窮
地
を
救
っ
て
く
れ
ま
し

窮
地
を
救
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
こ
そ
チ
ー
ム
立

た
。
こ
こ
に
こ
そ
チ
ー
ム
立

て
直
し
の
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で

て
直
し
の
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
、

今
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
、

心
を
込
め
て
チ
ー
ム
を
強
化

心
を
込
め
て
チ
ー
ム
を
強
化

し
て
秋
の
戦
い
に
挑
ん
で
ま

し
て
秋
の
戦
い
に
挑
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　
監
督　
鳥
山　
泰
孝

�
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■ 東都大学野球　令和６年度春季リーグ戦【１部星取表】■
順位  青学大 中央大 亜細亜大 日本大 國學院大 駒澤大 勝数 負数 分数 勝率 勝点
1 青学大 ―― ○●○○●○ ○○○○ ○●●○●● ○○○○ ○○○○ 9 3 0 0.750 4
2 中央大 ●○●●○● ―― ●○○●○○ ●○○●○○ ○○○○ ●○○●○○ 9 5 0 0.643 4
3 亜細亜大 ●●●● ○●●○●● ―― ○○○○ ●○●●○● ○○○○ 6 6 0 0.500 2
4 日本大 ●○○●○○ ○●●○●● ●●●● ―― ○●●○●● ○○○○ 6 7 0 0.462 2
5 國學院大 ●●●● ●●●● ○●○○●○ ●○○●○○ ―― ●●●● 4 8 0 0.333 2
6 駒澤大 ●●●● ○●●○●● ●●●● ●●●● ○○○○ ―― 3 8 0 0.273 1

銀
メ
ダ
ル
の
武
岡
選
手

銀
メ
ダ
ル
の
武
岡
選
手

全
日
本
大
学
王
座
決
定
戦

全
日
本
大
学
王
座
決
定
戦

二
連
覇
後
に
！

二
連
覇
後
に
！

全員で手にした１部復帰全員で手にした１部復帰

剣
道
部

新
た
な
決
意
で
日
本
一
へ

　
平
素
よ
り
、
剣
道
部
へ
多

　
平
素
よ
り
、
剣
道
部
へ
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
、

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
誠
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
か
り
し
て
衷
心

こ
の
場
を
お
か
り
し
て
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
剣
道
部
は
、
一
昨
年

　
我
が
剣
道
部
は
、
一
昨
年

創
部
一
三
〇
周
年
を
迎
え
、

創
部
一
三
〇
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
Ｏ

新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
Ｏ

Ｂ
・
現
役
一
丸
と
な
っ
て

Ｂ
・
現
役
一
丸
と
な
っ
て

「
日
本
一
」
へ
の
決
意
を
新

「
日
本
一
」
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
折
に
監
督
指
名

す
。
そ
ん
な
折
に
監
督
指
名

を
う
け
、
身
の
締
ま
る
思
い

を
う
け
、
身
の
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
の

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
の

全
日
本
学
生
優
勝
大
会
三
位

全
日
本
学
生
優
勝
大
会
三
位

に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
さ

に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
な
る
高
み
へ
挑
戦
し
続
け

ら
な
る
高
み
へ
挑
戦
し
続
け

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

　
監
督　
菊
地
道
隆
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プレゼントコーナー

★ あ て 先　�〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8�國學院大學院
友会報プレゼント係

★応募方法　�ハガキ・ファックス・E-mailに〒・住所・氏名・電
話番号・卒業期を記入の上、お申し込みください。

★締め切り　令和６年９月14日（土）　
★当選発表　�当選の発表は、商品の発送をもって代えさせていた

だきます。発送は９月下旬以降となります。お楽し
みに！

　今回の賞品は第375・376合併号（令和３年１月発行）でご好評いただき
ました、「國學院大學名入りTシャツ（令和２年製：第96回箱根駅伝出場記
念）」をご用意いたしました。
　今回は更に「國學院大學和装うちわ」とセットにして抽選で10名様にプ
レゼントいたします。奮ってのご応募お待ちしております！
※名入りＴシャツはＬとＸＬ（サイズの希望はできません。予めご了承ください）でご用意しております。

リバイバル企画！
「國學院大學名入りＴシャツ」と「國學院大學和装うちわ」

セットで10名様にプレゼント！

「竹取物語絵巻」ハイド旧蔵本より「竹取物語絵巻」ハイド旧蔵本より

國學院大學博物館だより 毎号博物館の企画展を紹介していきます。毎号博物館の企画展を紹介していきます。

海底に眠るモンゴル襲来�―水中考古学の世界―

博物館の展示をお家からも！
　國學院大學博物館の展示をネット上で観覧できます。ご自宅に居ながら、常設展はもちろん、企画
展も展示内容を解説付きでお楽しみいただけます。各企画展でミュージアムトークも配信中です！
� ◎博物館ホームページ又は右記のQRコードから⇨

オンラインミュージアムのご案内

文永の役750年 特別展 Part.1

写真はイメージです。

　本会が取得する個人情報は、講演会、講習会、研究
会、懇親会、コンサートなどの開催のための講師・参
加者の特定、通知、院友会報・図書・物品等の発送、会
員の情報管理、院友会・支部総会及びＯＢ会や同期会
を含む諸会合等の案内及び連絡、会費の徴収とこれ
に関する諸連絡、寄付金の依頼とこれに関する諸連
絡、在学生支援とこれに関して必要とされる連絡・通
知のために限って利用するものといたします。

本会の個人情報の利用目的について

図録やミュージアムグッズは配送販売もしています！そ の 他

　今年はモンゴル帝国が鎌倉時代の日本への侵攻を図った文永の役からちょうど750年目にあ
たります。
　長崎・佐賀県境に位置する伊万里湾には二度目のモンゴル襲来の際、軍船4,400艘に乗った
約14万人の元軍が暴風雨に遭って壊滅した「神風伝承」の舞台である鷹島海底遺跡があり、
長崎県松浦市では1980年代から水中考古学調査を継続的に実施しています。
　この結果、これまでに２艘の元軍船をはじめとする多くの関連遺物を確認しており、本展で
はこれまでの鷹島海底遺跡における水中考古学調査研究について紹介するとともに、モンゴル
襲来の歴史的位置付けやその後の影響についても検討していきます。

鷹島海底遺跡より
管軍総把印
（松浦市教育委員会蔵）

会 期：令和６年9月21日（土）～11月24日（日）
開 館 時 間：10：00～18：00（最終入館は30分前）
会 場：國學院大學博物館　企画展示室

会期中休館日：毎週月曜日（祝日を除く）
お問い合わせ：03-5466-0359

院 友 会 報残暑見舞号 令和６年８月16日（金）　No.387 8
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